
凡 
例 

 １ 

本
冊
子
は
『
夕
づ
ゝ
』
第
四
号
の
墨
書
き
の
本
文
及
び
朱
書
き
の
批
評
の
全
文
を
掲
載
順
に
翻
刻
し
、
適
宜
、
註
釈
と
解
題
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

２ 

翻
刻
部
分
は
本
文
、
批
評
と
も
枠
で
囲
ん
だ
。 

３ 

原
本
で
朱
書
き
の
箇
所
は
翻
刻
で
も
朱
と
し
た
。 

４ 

口
絵
の
カ
ラ
ー
写
真
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
各
作
品
と
も
墨
書
き
の
作
品
本
文
の
後
に
他
の
同
人
等
に
よ
る
朱
書
き
の
批
評
が
続
き
、
そ
れ
と
は
別

に
本
文
上
の
欄
外
の
随
処
に
朱
で
評
が
書
き
込
ま
れ
、
本
文
に
も
朱
で
圏
点
や
ゴ
マ
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
欄
外
評
に
つ
い
て
は
、

翻
刻
本
文
の
欄
外
に
「
＊
３
」
の
よ
う
に
＊
と
数
字
で
そ
の
位
置
だ
け
を
示
し
、
評
の
内
容
は
作
品
本
文
及
び
批
評
の
後
に
一
括
し
て
掲
げ
た
。
ま
た

本
文
中
の
傍
点
の
類
に
つ
い
て
は
、
傍
点
の
種
類
や
色
を
原
文
通
り
に
印
刷
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
、
翻
刻
本
文
で
は
一
様
に
墨
傍
点
と
し
た
上
で
、

下
の
欄
外
に
※
を
付
し
、
そ
れ
が
い
か
な
る
種
類
や
色
の
傍
点
で
あ
る
か
を
註
記
し
た
。 

５ 

翻
刻
担
当
者
に
よ
っ
て
註
釈
が
付
さ
れ
た
語
句
ま
た
は
箇
所
は
、
翻
刻
本
文
の
下
の
欄
外
に
◎
を
付
し
て
そ
れ
を
示
し
、
註
釈
は
翻
刻
の
後
に
一
括
し

て
掲
げ
た
。 

６ 

各
作
品
の
翻
刻
・
註
釈
・
解
題
の
担
当
者
の
名
は
目
次
及
び
各
作
品
の
扉
に
掲
げ
た
。 

７ 

翻
刻
に
当
っ
て
は
出
来
る
限
り
原
文
を
重
ん
じ
た
が
、
新
字
体
の
あ
る
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
、
略
字
・
俗
字
な
ど
の
異
体
字
、
変
体
が

な
、
合
字
な
ど
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
、
表
記
に
改
め
た
。 

８ 

明
ら
か
な
誤
字
は<

 
>

、
脱
字
は
［ 

］
で
補
っ
た
。 

９ 

句
読
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
難
読
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
適
宜
直
し
た
。 

１
０ 

無
署
名
の
欄
外
評
で
、
筆
者
が
推
測
で
き
る
も
の
は
、
末
尾
に
黒
字
の
〔 
〕
を
付
し
て
補
っ
た
。 

１
１ 

解
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
、
推
測
で
き
る
場
合
は<

 
>

内
に
補
っ
た
が
、
無
理
な
推
測
は
避
け
た
。
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史
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夕
せ
い
、
明
星
愛
読
者 
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ゆ
め
う
つ
ゝ

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

疎
嵐

、 

〔
未
定
稿
〕 

 
 
(

上
、

)
 

『
貴
方
ま
あ
、
ど
う
遊
ば
し
た
ん
で
御
坐
い
ま
す
、
…
…
綿
入
れ
な
ん
ど
、
お
着
に
な
っ
て
？
』 

お
重
は
呆
気
に
取
ら
れ
て
、
中
の
格
子
戸
に
手
を
掛
け
た
ま
ま
佇
立
つ
て
ゐ
る
。 

骨
も
要

か
な
め

も
折
れ
ん
ば
か
り
、
は
た
〳
〵
と
扇
使
ひ
し
な
が
ら
門
口
を
入
つ
て
来
た
の
は
年
の
頃
三
十
許
の
、
骨

格
の
逞
ま
し
い
、
丈
の
す
ら
り
と
し
た
、
併
し
顔
色
の
嫌
に
青
白
い
男
、
寒
暖
計
は
彼
是
九
十
度
に
も
な
ら
う
と

い
ふ
、
此
の
暑
さ
に
、
之
れ
は
亦
ど
う
考
へ
た
も
の
か
、
ふ
く
〳
〵
と
綿
の
膨
ら
ん
だ
銘
仙
の
綿
入
に
、
下
は
ネ

ル
の
し
や
つ
ま
で
着
込
ん
で
、
剰
へ
、
見
る
も
苦
し
や
、
釦
ま
で

き

ち

ん

厳
密
と
か
け
て
。 

釘
付
で
も
さ
れ
た
や
う
に
鴨
居
側
で
立
ち
止
ま
つ
て
、
矒
然
と
今
の
問
の
何
を
意
味
す
る
や
を
考
へ
て
る
か
の
や

う
、
暫
し
首
俛
れ
た
ま
ゝ
、
沈
ん
で
見
え
た
が
、
や
が
て
腹
の
底
か
ら
出
た
か
と
も
思
は
る
ゝ
、
意
味
な
き
高
笑

を
し
て
、
又
俄
か
に
面
相
変
へ
て 

『
姉
様
！ 

兄
貴
は
？
』 

声
は
如
何
に
も
重
く
響
い
た
。 

此
の
様
を
眺
め
て
居
た
お
重
は
、
何
か
心
中
に
思
ひ
当
る
処
あ
る
如
く
、
独
り
打
ち
頷
い
て
、
深
く
先
き
の
問
を

発
し
た
の
を
悔
ゆ
る
や
う
見
え
た
が
、
わ
ざ
と
言
葉
を
柔
ら
げ
て
、 

『
あ
の
主
人

や

ど

の
は
、
今
朝
程
俄
か
に
所
要
が
出
来
ま
し
て
、
町
ま
で
参
り
ま
し
た
の
で
御
坐
い
ま
す
、
ど
う
せ
今

    
＊
１ 

 

＊
２ 

      

＊
３ 

  

           

◎
佇
立
つ
て 

    

◎
九
十
度 

     

◎
矒
然 

 

◎
首
俛
れ
た 
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晩
は
得
戻
ら
ぬ
や
う
に
申
し
て
居
り
ま
し
た
が
…
…
で
も
ま
あ
貴
方
、
這
麽
所
で
は
お
暑
く
て
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、

何
卒
お
上
り
遊
ば
し
ま
せ
、
別
坐
敷

は

な

れ

の
方
は
、
こ
れ
で
も
い
く
ら
か
、
風
通
り
が
よ
う
御
座
い
ま
す
か
ら
、』 

お
重
は
急
ぎ
井
戸
傍
へ
駈
け
て
行
つ
て
、

ば

け

つ

鉄
桶
に
清
水
を
汲
ん
で
来
た
。 

『
貴
方
、
一
寸
お

、
、
、
、
、
、
足

み
あ
し

で
も
、
お

、
、
、
、ふ拭
き
申
し
ま
せ
う

、
、
、
、
、
、
』 

男
は
憚
る
気
色
も
、
否
む
様
子
も
見
え
ず
、
丁
度
稚
児
が
、
母
親
に
で
も
対
す
る
や
う
に
、
両
足
差
延
ば
し
た
ま
ゝ
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

女
の
す
る
が
ま
ゝ
に
任
せ
て
ゐ
る
、
こ
は
又
如
何
に
両
手

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
合
せ
て
、

ま
な
ざ
し

眼
光
据
え
〈
ゑ
〉
て
、
訳
の
分
ら
ぬ
こ
と
を
、

口
に
唸
や
き
な
が
ら
―
―
、 

お
重
は
右
の
足
拭
き
終
つ
て

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
左
の
足
を
ふ
と
見
れ
ば
、
膝
頭
の
下
の
所
が
、
白
い
布
も
て
、
緊
し
く
縛
つ
て
あ

る
、
ハ
テ
な
ァ 

『
貴
方
、
こ
れ
は
、
ど
う
か
遊
ば
し
た
の
で
御
座
い
ま
す
か
』 

『
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
、
ど
う
も
、
若
い
時
分
、
柔
術

や

は

ら

を
や
り
ま
し
て
、
怪
我
し
た
傷
が
、
昨
日
あ
た
り
か
ら
非
常
に

い
た痛

み
出
し
ま
し
て
、
時
々
は
血
ま
で
出
て
困
り
ま
す
、
は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
』 

余
り
答
の
意
外
な
の
に
、
お
重
は
凝
と
し
て
、 

『
お
や
ま
あ
、
そ
れ
は
ど
う
も
、
お
困
り
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
せ
う
、
血
止
膏
薬
で
も
、
お
つ
け
申
し
ま
せ
う
か
』 

と
い
ひ
な
が
ら
、
そ
と
布
を
解
い
て
見
れ
ば
、
お
ぞ
ま
し
や

、
、
、
、
、
、傷
は
愚
か

、
、
、
、
、蚤
の
喰
跡
一
つ
さ
へ
見
え
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。！、 

別
坐
敷
へ
上
り
て
後
も
、
帯
を
解
い
て
肌
寛
が
ん
と
も
せ
ず
、
亦
例
の
両
手
合
せ
て

ま
な
ざ
し

眼
光
据
え
〈
ゑ
〉
て
、
口
を
噤

へ
た
ま
ゝ
、
念
ず
る
が
如
く
、
思
ふ
所
あ
る
が
如
く
、

じ
つ熟

と
庭
園
の
一
隅
を

み

つ

め

熟
視
て
ゐ
る
の
を
、
お
重
は
真
正
面

、
、
、
、
、
、

       

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

        

※
圏
点
・
は
赤
○ 

◎
緊
し
く 

         

◎
凝
と
し
て 

   

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

  

◎
噤
へ
た 

 

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

 

          

＊
４ 

＊
５ 

                   

＊
６ 

＊
７ 
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に
も
得
見
ず
、
横
眼
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、そ

つ窃
と
眺
め
な
が
ら
、
気
の
毒
に
堪

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
へ
ぬ
と
い
ふ
面
持
で
、
額
に
汗
を
た
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
〳
〵
、
、
流
し
て
ゐ

、
、
、
、

る、
、 

や
が
て
綿
入
男
の
噤
ん
だ
口
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
頬、
の
あ
た
り
か
ら
、
崩
れ
掛
り
、
次
第
に
眼
瞼
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、ゆ

る緩
む
よ
と
見
え
た
が

、
、
、
、
、
、
、
、、
み、

る、
〳
〵
、
、
黙
思
の
相
貌
は
一
変
し
て
、
又
意
味
の
な
き
高
笑
と
な
つ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
さ
れ
ど
其
れ
も
只
瞬
時
の
間
で
、
再
た
び

眼
据
は
〈
わ
〉
り
、
口
緊
り
て
、
岐
と
お
重
を
睨
め
付
け
た
其
眼
光
は
如
何
に
も
凄
か
つ
た
。 

『
姉
様
！ 
兄
貴
は
？
』 

『
は
い
、

や

ど

の

主
人
は
、
急
に
用
事
が
出
来
ま
し
て
、
今
朝
程
、
宿
り
が
け
で
、
町
ま
で
…
…
』 

声
は
氈
〈
顫
〉
へ
て
ゐ
る
、 

『
姉
様
、
私
、
今
日
は
兄
貴
に
尋
ね
た
い
こ
と
が
あ
つ
て
、
参
り
ま
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
…
…
』 

驚
く
お
重
に
用
捨
な
く
、
愈
言
葉
を
鋭
く
い
つ
た
、 

『
兄
貴
は
昨
夜
、
真
夜
中
に
私
の
所
へ
、
毒
を
飲
ま
せ
に
来
ま
し
た
！

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
』 

之
を
聞
く
と
お
重
は
恰
か
も
電
気
に
で
も
打
た
れ
［
た
］
か
の
や
う
、
慄
ひ
上
つ
た
。
顔
の
色
は
、
土
よ
り
も
青

く
変
り
、
全
身
が
身
の
毛
立
つ
て
、
頭
か
ら
冷
水
で
も
浴
せ
ら
れ
た
や
う
、
体
内
の
血
液
は
悉
く
心
臓
へ
凝
結
し

て
仕
舞
つ
て
、
頓
に
は
言
葉
さ
へ
出
な
い
、
タ
ラ
〳
〵
と
流
れ
出
た
腋
下
の
冷
汗
が
横
腹
を
伝
う
て
流
れ
落
つ
る

に
驚
い
て
、
彼
は
再
び
吾
に
も
あ
ら
ず
身

ぶ
る戦

ひ
し
た
、 

『
貴
方
亦
御
戯
談
を
仰
つ
て
…
…
主
人

や

ど

の

は
昨
夜
、
宵
の
口
か
ら
内
に
ば
つ
か
り
居
り
ま
し
た
も
の
を
』 

必
死
の
勇
を
揮
う
て
漸
く
口
を
開
い
た
の
で
あ
る
が
、
其
声
は
聞
き
取
れ
ぬ
ま
で
乱
れ
て
居
た
、 

         

◎
口
緊
り
て 

◎
岐
と 

       

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

    

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

      

◎
頓
に
は 

  

                  

＊
８ 
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折
り
し
も
遊
び
に
飽
き
て
帰
つ
て
来
た
四
五
歳
ば
か
り
な
る
男
の
児
が
、
鼻
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
甘
つ
た
る
い
声

で 『
お
母
様
、
な
ん
ど
！ 

え
、
な
ん
ど
頂
戴
な
』 

と
這
入
つ
て
来
た
が
、

ふ

い

と

偶
然
、
向
ひ
に
坐
つ
て
ゐ
る
男
を
見
る
や
否
や
、
俄
か
に
お
び
え

お
そ畏

れ
て
、
お
重
の
袖
へ

縋
り
付
い
た
、 

『
ム
、
坊
か
、
大
き
く
な
つ
た
、
ど
れ
抱だ

つ
こ
し
て
や
ら
う
』 

『
そ
れ
、
、
小
父

を

ぢ

さ
ん
が
抱
つ
こ
し
て
上
げ
や

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
〈
よ
〉
う
と
、
う
ま
い
こ
と
ね
、
行
つ
と
い
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
！
』 

児
供
に
〈
は
〉
急
に
大
き
な
声
で
泣
き
出
し
て
、
愈
母
親
の
袖
に

し
が噛

み
付
い
た
。 

『
嫌
だ
〳
〵
、

、
、
、
、
、き

ち
が
ひ

狂
気
の
小
父
様
、

、
、
、
、
、
怖
い

こ
わ
〈
は
〉

〳
〵
、
、

!!!
』 

  
 

（
下
、） 

あ
ゝ
も
う
考
へ
ま
い
、
〳
〵
、
い
く
ら
考
へ
た
と
て
、
今
の
吾
力
で
は
如
何
と
も
す
る
こ
と
出
来
な
い
と
、
お
重

は
勤
め
て
思
ひ
出
す
ま
い
と
す
る
ほ
ど
、
『
姉
様
！ 

兄
貴
は
昨
夜
、
毒
を
飲
ま
せ
に
来
ま
し
た
』
と
昼
の
言
葉

が
あ
り
〳
〵
と
、
ま
だ
耳
の
底
に
動
い
て
居
て
、
ど
う
し
て
も
眠
ら
れ
な
い
！ 

仮
令

よ

し

、
こ
の
言
葉
は
、
彼あ

の
病
気
に
は
よ
く
あ
る
疑
察
の
念
か
ら
出
た
と
す
る
も
、
自
分
に
は
ど
う
し
て
も
、
其

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
と
思
は
れ
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
―
―
ど
う
し
て
其
れ
と
思
は
れ
や
う
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
？ 
そ
り
や
ァ
、
あ
の
病
気
の
こ
と
な
れ
ば
随
分
無

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

理
も
、
、
い
は
う
、
乱
暴
も
し
や
〈
よ
〉
う
、
偶
に
は
此
間
の
や
う
に
、
刀
振
り
廻
し
て
、
大
道
を
狂
ひ
駈
け
る
こ
と

も
あ
ら
う
、
し
か
し
如
斯

あ

ゝ

し
て
隠
居
屋
敷
の
方
へ
、
殆
ど
牢
屋
同
様
に
、
終
日
終
夜
、
閉
ぢ
込
め
て
あ
る
こ
と
な

             

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

    

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

           

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

   

     

＊
９ 

     

＊
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１
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１
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＊
１
５ 

＊
１
７ 

＊
１
８ 

       

れ
ば
、
さ
し
て
外
へ
は
累
を
及
ぼ
す
や
う
な
こ
と
も
あ
る
ま
い
に
、
余
り
乱
暴
だ
か
ら
毒
を
少
し
づ
ゝ
飲
ま
せ
て

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、

身
体
を

．
．
．
衰よ

わ

ら
せ
る

．
．
．
…
…
嗚
呼
思
ひ
出
し
て
も

．
．
．
．
．
．
．
．
戦
慄

ぞ

つ

と
す
る

．
．
．
、
虫
、

け
だ
も
の

獣
類
に
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
之
れ
が
吾
々
、
、
人

間
同
志
に
向
つ
て
出
来
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
!? 

今
更
い
ふ
も
甲
斐
な
き
こ
と
な
が
ら
、
あ
ゝ
姉
様
が
生
き
て
さ
へ
下
さ
れ
ば
斯
様
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
つ
た
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
に
、
、
、
姉
様
が

な
く死

な
り
遊
ば
し
た
ば
つ
か
り
に
、
幼
い
時
か
ら
の
約
束
が
全
く

は
づ外

れ
、
自
分
は
遂
に
姉
様
の
候
補

と
し
て
、
泣
く
〳
〵
も
今
の
方
と
連
れ
添
う
〈
ふ
〉
こ
と
に
な
っ
た
、
自
分
で
さ
へ
其
の
こ
と
を
聞
い
た
当
坐
は
、

悲
し
く
て
〳
〵
寧
そ
渕
川
へ
で
も
身
を
投
げ
て
果
て
や
〈
よ
〉
う
か
と
ま
で
思
つ
た
位
だ
も
の
、
況
し
て
幼
い
時

分
か
ら
自
分
を
可
愛
が
つ
て
下
す
つ
た
、
彼あ

の
方
の
落
胆
は
如
何
で
あ
つ
た
ら
う
！ 

漸
く
の
こ
と
で
、
お
あ
き

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
め
遊
ば
し
て
、
母
方
様
の
御
親
族
へ
御
養
子
に
ゐ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
〈
い
〉
ら
つ
し
や
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
が
、
僅
か
二
月
と
経
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
経
た
ぬ
に
、
飛
ん
で
も
な
い
不
意
の
、
あ
の
御
病
気
！

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、 

も
と素

よ
り
病
気
は
如
彼

あ

ゝ

し
た
大
層
な
御
心
配
事
が
、
源
因
で
あ
つ
た
為
と
は
い
へ
、
自
分
の
気
の
弱
味
か
ら
し
て
自

分
の
所
為
が
其
幾
分
を
手
伝
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
ひ
做
さ
ら
れ
て
堪
へ
ら
れ
ぬ
、
な
る
こ
と
な
ら
ば
一
月
で
も
、

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

二
月
．
．
で
も
、

．
．
．
否
一
年
で
も
一
生

．
．
．
．
．
．
．
で
も
、

．
．
．
自
分
の
力
の
及
ぶ
限
り
、
自
分
の
命
の
あ
ら
ん
限
り
介
抱
も
し
て
見
た

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

い
、
看
病
も
さ
せ
て
頂
き
た
い
！

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
． 

其
れ
に
内
の

か
た方

の
御
仕
打
は
!!! 

…
…
あ
ゝ
思
ひ
出
す
度
に
腸
も
断
た
れ
る
や
う
な
感
じ
が
す
る
、
こ
れ
で
も
兄

弟
と
い
へ
や
〈
よ
〉
う
か
、
よ
し
痛
め
た
お
腹
は
違
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
〈
ふ
〉
と
も
生
れ
落
つ
る
か
ら
一
つ
家
に
育
つ
て
来
た
も
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を、
、
病
気
と
な
つ
て
は
、
尚
更
、
一
層
弟
御
を
劬い

た

は
り
て
や
り
給
ふ
が
兄
様
た
る
も
の
ゝ
義
務
で
も
あ
ら
う
も
の

※
圏
点
・
は
赤
○ 

  

※
傍
点
ヽ
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赤
く 

   

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

        

※
傍
点
赤
ゴ
マ
ヽ 

        

※
圏
点
・
は
赤
○ 

※
「
自
分
の
力
」
以

下
に
重
ね
て
傍
点
赤

ゴ
マ
ヽ 
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を
…
…
…
た
ま
〳
〵
胸
の
心
底
を
打
ち
明
け
て
諫
め
に
掛
る
と
き
は
、
女
の
癖
に

さ差
し

で出
る
な
！ 

ま
だ
、
、あ

ん

な

那
様
奴、

に
未
練
が
残
つ
て
ゐ
る
か
と
は
し
た
な
き
雑
言
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
あ
ゝ
自
分
は
、
ど
う
し
て
、
斯
様
な
鬼
の
や
う
な
方
を
、
夫
と

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

呼
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
不
幸
に
生
れ
た
か

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
あ
ゝ
、
、
生い

き
甲
斐
の
な
い
こ
と
、
寧
そ
、
も
う
世
を
捨
て
た
方
が
…
…
と
苦

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
ま
ぎ
れ
に
、

、
、
、
、
、
、ね寝
が
へ
り
う
て
ば
、
無
心
に
眠
る
傍
の
小
児
が
眼
に
つ
く
、
お
重
の
胸
の
中
は
千
々
に
乱
れ
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
つ
お
い
つ
、
心
の
煩
悶
は
其
れ
か
ら
其
れ
へ
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
独
楽

こ

ま

の
如
く
回
つ
た
が
、
昼
の
疲
れ
に
何
時
の
間
に
や
ら
、
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
〳
〵
と
し
た
折
り
し
も
、
表
の
戸
荒
ら
か
に
叩
き
て
、
看
護
に
と
附
け
添
へ
た
る
権
助
、
ひ
た
走
り
に
駈
け
来

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
、
『
奥
様
、
た
…
た
、
大
変
で
御
坐
り
ま
す
、
若
旦
那
様
が
今
し
方
、
血
を
ど
つ
さ
り
と
、
お
は
き
に
な
つ
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

…
…
』
え
ッ
！
と
吾
知
ら
ず
声
を
立
て
、
驚
き
醒
む
れ
ば
、
胸
の
動
悸
は
早
鐘
を
つ
く
や
う
、
両
の
拳
は
開
か
ぬ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
で
に
握
り
し
め
、
全
身
は
流
汗
に
浮
き
上
が
ら
ん
ば
か
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、！、 

心
は
猶
も
落
ち
付
き
兼
ね
、
若
し
や
と
立
ち

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

上
が
り
て
、
蚊
帳
を
出
や

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
〈
よ
〉
う
と
す
れ
ば
、
玄
関
に
下
女
が
戸
を
開
け
る
音
！

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、 

ヤ
レ
喜
し
や
、
今
の
は
正

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
く
夢
で
あ
つ
た
か
と
、
安

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
堵、
の
溜
息
つ
く
其
下
か
ら
、
や
が
て
此
の
夢
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
現

う
つ
ゝ

に
見
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
思
へ
ば
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

お
重
は
胸
も
搔
裂
か
れ
る
心
地
し
て
得
堪
へ
ず
其
場
に
泣
き

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
崩
折
れ

く
づ
を
〈
ほ
〉

た、
。 

 

（
六
月
二
十
八
日
草
稿
） 

附
記
。
有
体
に
白
状
す
れ
ば
此
扁
〈
篇
〉
は
今
暑
中
休
暇
に
想
を
構
へ
し
も
の
、
書
き
終
り
て
読
み
直
し
見
れ
ば
、
拙
劣
粗
笨

い
ふ
に
堪
へ
ず
、
尚
幾
多
の
推
敲
の
要
す
べ
き
も
の
あ
る
を
知
れ
り 

而
も
幾
度
か
捨
て
ん
と
し
て
終
に
爰
に
出
す
所
所
〈
所
以
〉

の
も
の
、
唯
本
誌
が
前
二
号
に
比
し
大
に
紙
数
の
劣
る
あ
ら
ん
を
恐
れ
て
な
り
、
豈
他
意
あ
ら
ん
や
、
豈
他
意
あ
ら
ん
や
、

  

ず
ー
っ
と
始
め
か
ら
よ
む
で
き
て
、
さ
て
こ
れ
か
ら
大
に
理
く
つ
を
こ
ね
や
〈
よ
〉
う
と
思
つ
た
ら
附
記
と
云
ふ

中
に
大
へ
ん
謙
遜
し
た
断
わ
り
が
き
が
あ
る
の
で
折
角
の
理
屈
も
吐
き
出
す
所
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
、
唯
此

        

＊
２
１ 
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作
は
作
者
自
身
の
自
白
す
る
如
く
後
姿
や
、
闇
等
に
比
し
て
は
甚
だ
見
劣
り
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
、
た
ゞ
狂
人

と
毒
薬
と
に
驚
か
さ
れ
て
あ
つ
、
、
と
曰
つ
た
ぎ
り
全
体
の
関
係
は
曖
昧
で
一
向
要
領
を
得
な
い
、
作
者
の
防
禦
線
が

充
分
だ
か
ら
先
づ
此
位
で
よ
し
て
置
か
う 

 
 

 
 

 
 

（
古
城
） 

 
狂
人
を
う
つ
す
な
ど
は
、
余
程
難
事
だ
か
ら
、
前
の
よ
り
見
劣
り
せ
ら
る
ゝ
の
も
致
し
方
が
あ
る
ま
い
。
今
前
〈
迄
〉

の
と
こ
ろ
個
様
な
小
説
は
、
こ
の
作
者
の
独
り
舞
台
と
な
つ
て
仕
舞
つ
た
。
作
者
の
意
気
愛
す
べ
し
ぢ
や
。
今
に

三
百
円
の
懸
賞
小
説
に
、
き
つ
と
当
撰
す
る
か
ら
、
今
の
う
ち
、
せ
ッ
〳
〵
と
折
角
の
御
勉
強
を
な
さ
る
が
い
ゝ
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

夕
晴 

 
 

成
程
是
は
設
計
が
ち
と
大
き
過
ぎ
た
為
め
に
作
者
が
持
て
あ
ま
し
て
る
様
が
歴
々
見
え
る 

し
か
し
僕
は
此
半
ば

要
領
を
得
な
い
や
ふ
〈
う
〉
な
事
柄
の
中
に
何
と
な
く
捨
て
難
い
所
が
あ
る
や
ふ
〈
う
〉
に
思
ふ 

是
は
或
は
此
中

の
あ
る
事
か
ら
聯
想
し
て
古
き
記
臆
で
も
そ
れ
と
な
く
自
ら
呼
び
起
し
た
せ
い
〈
ゐ
〉
か
も
知
れ
ぬ 

い
か
に
も
以
前
に
比
ぶ
れ
ば
此
作
者
の
会
話
は
余
程
上
達
せ
ら
れ
た
ら
し
い 

仝
時
に
亦
弦
斎
的
な
所
の
少
く
な

つ
た
の
は
大
に
祝
す
べ
し
ぢ
や
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
星
郊
） 

 

誰
か
云
ふ
こ
の
作
を
以
て
前
々
の
作
に
劣
れ
る
と
、
然
り
或
は
推
敲
の
点
に
於
て
、
描
写
の
点
に
於
て
至
ら
ざ
る

所
あ
ら
む
。
さ
れ
ど
此
篇
を
以
て
其
結
構
、
関
係
を
曖
昧
な
り
と
云
ひ
棄
つ
る
古
城
子
に
至
つ
て
は
、
夫
子
自
ら

何
う
か
し
て
し
て
厶
る
に
あ
ら
ざ
る
か
、
他
の
二
人
、
就
中
作
者
自
身
迄
が
、
此
篇
を
蔑
視
せ
る
に
至
つ
て
は
、

我
は
此
点
に
於
て
こ
そ
一
驚
を
吃
し
た
れ
。
膽
山
子
よ
、
余
は
誠
を
云
へ
ば
此
篇
に
接
し
て
始
め
て
兄
が
純
客
観

詩
人
と
し
て
の
価
値
を
見
出
し
た
る
な
り
。
君
が
取
材
の
何
ぞ
奇
警
に
し
て
鋭
き
や
。
此
篇
、
柳
浪
の
河
内
屋
と

亀
さ
ん
と
を
打
し
て
一
丸
と
な
し
た
る
傾
き
あ
り
と
雖
、
人
生
の
尤
悲
酸
な
る
神
秘
に
触
れ
、
深
酷
骨
に
徹
す
る

           

＊
２
２ 

 

◎
後
姿
や
、
闇 

          

◎
三
百
円
の
懸
賞
小

説 
         

◎
弦
斎
的 

            

◎
河
内
屋
と
亀
さ
ん 
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趣
あ
り
。
若
し
こ
の
篇
の
材
料
、
結
構
を
し
て
、
数
年
前
の
観
念
小
説
の
亜
流
な
り
、
陳
腐
な
り
と
な
す
者
あ
ら

ば
、
そ
は
、
ス
コ
ッ
ト
の
レ
ー
デ
ー
ヲ
ブ
ゼ
レ
ー
キ
を
以
て
清
新
に
非
ず
と
し
て
一
概
に
斥
く
る
が
如
き
、
定
見

な
き
、
一
時
の
風
潮
に
左
右
せ
ら
る
ゝ
軽
浮
者
流
な
ら
む
。
蘇
国
詩
人
の
こ
の
傑
作
が
英
語
の
存
せ
む
限
り
生
命

を
有
す
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
百
年
の
後
に
伝
は
る
べ
き
詩
は
、
誠
に
こ
の
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
の
如
き
人
生
胸
臆

の
奥
秘
に
触
れ
た
る
名
篇
な
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
。
余
は
切
に
、
膽
山
兄
の
こ
の
羨
む
べ
き
沈
痛
の
結
構
を
放
棄
し

た
る
事
の
余
り
に
早
き
を
惜
し
む
。
若
し
今
少
し
句
を
練
り
字
を
改
め
た
ら
ん
に
は
、
描
写
に
し
て
、
今
少
し
改

跚
〈
刪
〉
を
加
へ
た
ら
ん
に
は
、
近
年
希
に
見
る
傑
作
に
や
な
り
ぬ
ら
む
を
、
返
す
〳
〵
も
惜
し
む
べ
き
か
な
。 

余
は
潜
に
こ
の
天
才
あ
る
客
観
詩
人
の
生
先
き
を
饒
〈
翹
〉
望
し
、
且
つ
君
の
今
少
し
行
文
に
注
意
し
て
敲
レ

推
に

忠
実
な
ら
ん
事
を
望
む
、
君
が
取
材
の
才
能
は
之
を
か
の
疎
ホ
ン
〈
粗
笨
〉
な
る
描
写
の
塵
の
中
に
遺
棄
す
べ
く
、

余
り
に
惜
し
き
名
什
な
ら
ず
や
、
至
嘱
、
々
々 

 

（
白
狼
） 

 

 

   

  

◎
レ
ー
デ
ー
ヲ
ブ
ゼ

レ
ー
キ 

             

◎
至
嘱 
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＊
１ 
未
定
稿
と
は
あ
ま
り
聞
か
ぬ
言
葉
な
り
〔
星
郊
？
〕 

＊
２ 

な
に
よ
く
流
行
つ
た
の
よ
、
尻
切
れ
と
ん
ぼ
と
云
ふ
事
で
推
敲

を
経
て
な
い
か
ら
ま
づ
い
の
は
御
免
と
い
ふ
意
が
裏
に
こ
も
つ

て
を
る
〔
古
城
？
〕 

＊
３ 

何
だ
か
始
め
か
ら
意
表
外
で
毒
気
を
ぬ
か
れ
た
〔
古
城
？
〕 

＊
４ 

こ
の
あ
た
り
の
描
写
の
如
何
に
う
ま
き
よ
〔
白
狼
？
〕 

＊
５ 

か
く
し
て
、
狂
気
と
な
り
し
我
い
と
し
の
男
の
足
を
拭
き
や
る

が
、
せ
め
て
も
の
お
重
の
心
な
ぐ
さ
［
め
］
な
ら
ず
や
。〔
白
狼
？
〕 

＊
６ 

馬
鹿
々
々
し
い 

＊
７ 

こ
い
つ
は
、
一
寸
妙
だ
ね
、
何
だ
か
狐
に
で
も
つ
ま
ゝ
れ
る
様

な
気
が
し
た
か
ら
、
眉
に
、
つ
ば
を
つ
け
て
読
み
な
ほ
す
〔
夕

晴
〕 

＊
８ 

こ
れ
亦
意
表
外
〔
古
城
？
〕 

＊
９ 

東
京
で
は
、
な
ん
ど

、
、
、
で
は
な
く
、
な
ん
ぞ
と
云
ひ
ま
す
〔
夕
晴
〕 

＊
１
０ 

兄
の
子
な
る
小
児
を
点
綴
せ
し
事
の
如
何
に
深
酷
な
る
よ
〔
白

狼
？
〕 

＊
１
１ 

こ
の
あ
た
り
の
言
を
発
す
る
お
重
が
心
中
の
苦
悶
は
如
何
に
、

〔
白
狼
？
〕 

＊
１
２ 

お
重
の
苦
悶
は
い
か
に
〔
白
狼
？
〕 

＊
１
３ 

此
毒
が
前
に
説
明
が
な
い
か
ら
お
重
の
驚
方
が
余
り
ぎ
や
う
山

に
思
は
れ
た
〔
古
城
？
〕 

＊
１
４ 

更
に
又
意
表
外
〔
古
城
？
〕 

＊
１
５ 

吾
は
ハ
ム
レ
ツ
ト
想
ひ
起
し
ぬ 

＊
１
６ 

是
非
こ
の
事
情
は
前
に
説
明
し
て
貰
い
〈
ひ
〉
た
い
、
そ
れ
で

な
け
り
や
、
前
の
一
段
が
更
に
要
領
を
得
ぬ
の
み
か
、
興
味
を

減
ず
る
事 

実
に
夥
し
い
〔
古
城
？
〕 

＊
１
７ 

読
者
を
し
て
、
意
外
、
唐
突
の
感
あ
ら
し
め
し
も
の
皆
こ
の
罪

な
り
〔
古
城
？
〕 

＊
１
８ 

又
意
表
外
だ
の
奇
妙
だ
の
と
勝
手
な
御
托
〈
託
〉
を
並
べ
て
厶

る
方
々
は
是
非
今
一
度
初
め
か
ら
読
み
直
し
て
貰
い
〈
ひ
〉
た

い
〔
白
狼
？
〕 
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＊
１
９ 

こ
の
あ
た
り
、
誠
に
人
間
の
声
、
女
の
声
、
霊
性
の
声
を
暴
露

し
た
る
も
の 

心
に
忘
れ
兼
ね
た
る
古
傷
あ
る
我
は
、
思
は
ず
巻
を
蓋
ふ
〈
う
〉

て
泣
け
り
。
字
々
皆
涙
、
句
々
皆
血
、
彼
の
嘲
弄
的
評
を
弄
す

る
も
の
は
誰
ぞ
、
何
等
の
無
情
漢
ぞ
。
我
は
今
夜
、
久
し
く
乾

き
た
る
我
涙
穴
に
、
心
ゆ
く
ば
か
り
、
涙
を
溢
ら
し
得
た
る
を

喜
ぶ
。〔
白
狼
？
〕 

＊
２
０ 

意
気
愛
す
べ
し
じ
〈
ぢ
〉
や
〔
夕
晴
〕 

＊
２
１ 

こ
の
辺
は
皆
圏
点
を
打
つ
べ
し
。
作
者
の
描
写
に
至
り
て
は
感

服
の
外
な
し
〔
夕
晴
〕 

＊
２
２ 

夕
晴
の
口
わ
る
驚
く
の
外
な
し
〔
白
狼
？
〕 
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＊
以
下
、
森
擔
當
箇
所
は
、
飜
刻
以
外
、
擔
當
者
の
平
生
の
表
記
方
針
に
よ
り
正
字
歴
史
的
假
名
遣
（
拗
音
促
音
は
小
書
き
）
と
す
。 

 

註
釋 

 

【
佇
立
つ
て
】
「
つ
っ
た
っ
て
」
と
訓
む
。
中
村
古
峽
『
殼
』
（
春
陽
堂
、
一
九
一
三
年
）
に
「
佇
立

つ

つ

た

つ
た
」
と
い
ふ
用
例
あ
り
。 

【
九
十
度
】
當
時
の
温
度
單
位
は
華
氏
（
℉
）
で
、
華
氏
九
十
度
は
現
行
の
攝
氏
單
位
に
換
算
し
て
約
36
℃
の
眞
夏
日
に
な
る
。 

【
矒
然
】
原
稿
は
目
偏
に
旁
を
夢
に
作
る
が
、
「
矒
」
の
誤
字
と
見
做
し
た
。
瞢
の
俗
字
で
、
儚
に
通
ず
。
音
は
ボ
ウ
、
く
ら
い
意
の
字
。
通
常
は
茫
然
（
呆

然
、
バ
ウ
ゼ
ン
）
と
書
く
所
を
や
や
衒
學
的
に
表
記
し
よ
う
と
し
た
か
。 

【
首
俛
れ
た
】
俛
は
ふ
せ
る
・
う
つ
む
く
意
が
あ
り
、
「
う
な
だ
れ
た
」
と
訓
ま
れ
る
。
な
ほ
「
俛
首
れ
る
」
と
宛
て
た
例
な
ら
ば
森
田
草
平
『
煤
煙
』
長

田
幹
彦
「
澪
落
」
等
に
見
ら
れ
る
（
現
代
言
語
セ
ミ
ナ
ー
編
『
辞
書
に
な
い
「
あ
て
字
」
の
辞
典
』
〈
講
談
社
＋
α
文
庫
〉
、
一
九
九
五
年
、
參
照
）
。 

 

【
緊
し
く
】
「
き
び
し
く
」
と
訓
ま
れ
る
。
森
鴎
外
『
即
興
詩
人
』
徳
冨
蘆
花
『
思
出
の
記
』
等
に
用
例
が
あ
る
。 

【
凝
と
し
て
】
「
ぎ
ょ
っ
と
し
て
」
と
訓
ま
せ
る
か
。 

【
噤
へ
て
】
「
く
は
へ
て
」
と
訓
ま
せ
る
か
。
「
噤
」
の
訓
み
は
通
例
「
つ
ぐ
む
」
。
「
く
は
へ
る
」
の
用
字
は
通
例
「
咥
・
銜
・
啣
」
。 

 

【
口
緊
り
て
】
「
く
ち 

し
ま
り
て
」
と
訓
む
。
廣
津
柳
浪
「
今
戸
心
中
」
夏
目
漱
石
『
明
暗
』
等
に
用
例
が
あ
る
。 

【
岐
と
】
「
き
っ
と
」
乃
至
「
き
と
」
と
訓
ま
せ
る
か
。
「
き
っ
と
」
の
宛
字
は
「
屹
度
」
が
多
く
「
佶
と
」
と
宛
て
る
例
も
あ
る
が
（
杉
本
つ
と
む
編
『
あ

て
字
用
例
辞
典 

名
作
に
み
る
日
本
語
表
記
の
た
の
し
み
』
雄
山
閣
、
一
九
九
四
年
、
參
照
）
、
「
岐
と
」
の
例
は
不
詳
。 

【
頓
に
は
】
「
す
ぐ
に
は
」
と
訓
ま
せ
る
か
。
通
例
「
頓
に
」
で
「
と
み
に
」
と
訓
み
、
急
に
・
た
ち
ど
こ
ろ
に
の
意
。 

 

【
後
姿
や
、
闇
】
い
づ
れ
も
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
の
作
者
・
中
村
蓊
（
古
峽
）
の
作
品
名
。
「
う
し
ろ
姿
」
は
『
夕
づ
ゝ
』
前
第
三
號
に
て
と
し
え
女
史
の
筆

名
で
書
い
た
小
説
。
「
闇
」
は
『
夕
づ
ゝ
』
本
第
四
號
の
課
題
文
學
の
一
と
し
て
膽
山
の
筆
名
で
寄
せ
た
小
説
。 
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【
三
百
圓
の
懸
賞
小
説
】
前
年
（
一
九
〇
一
年
）
七
月
に
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
が
六
千
號
記
念
に
募
っ
た
懸
賞
小
説
の
第
一
等
が
三
百
圓
と
い
ふ
高
額
賞
金
だ

っ
た
。
翌
一
九
〇
二
年
中
村
春
雨
（
吉
藏
）
『
無
花
果
』
が
入
選
作
と
さ
れ
て
同
紙
に
連
載
、
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
續
け
の
意
か
。 

【
弦
齋
的
】
村
井
弦
齋
を
指
す
。
一
八
六
三
～
一
九
二
七
、
小
説
家
、
報
知
新
聞
編
輯
長
。
同
紙
連
載
の
『
日
の
出
島
』
は
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
以

來
六
年
に
亙
り
、
恰
度
こ
の
一
九
〇
二
年
に
完
結
し
て
ゐ
る
。
後
世
名
高
い
『
食
道
樂
』
も
翌
一
九
〇
三
年
初
版
刊
行
。
評
家
か
ら
は
藝
術
性
の
乏
し

さ
を
批
判
さ
れ
な
が
ら
も
大
衆
讀
者
に
支
持
さ
れ
、
人
氣
の
絶
頂
に
あ
っ
た
。
「
弦
齋
的
」
と
は
通
俗
小
説
風
に
墮
す
る
を
警
告
し
た
語
だ
ら
う
。 

【
河
内
屋
と
龜
さ
ん
】
共
に
廣
津
柳
浪
作
。
「
龜
さ
ん
」
は
一
八
九
五
年
十
二
月
『
五
調
子
』
發
表
、
白
癡
の
青
年
が
主
人
公
。
「
河
内
屋
」
は
一
八
九
六

年
九
月
『
新
小
説
』
發
表
、
兄
弟
で
從
姉
妹
と
そ
れ
ぞ
れ
婚
約
し
て
ゐ
た
が
、
兄
の
婚
約
相
手
た
る
從
姉
の
病
死
に
よ
り
弟
の
妻
と
な
る
筈
で
あ
っ
た

從
妹
が
兄
の
妻
と
な
り
、
弟
と
兄
嫁
と
な
っ
た
從
妹
と
は
、
懊
惱
す
る
。
即
ち
、
狂
人
を
出
し
た
所
が
「
龜
さ
ん
」
、
か
つ
て
の
許
嫁

い
ひ
な
づ
け

同
士
で
あ
る

兄
嫁
と
義
弟
と
い
ふ
人
物
設
定
が
「
河
内
屋
」
、
こ
の
兩
者
を
掛
け
合
せ
た
趣
き
と
評
す
る
。
「
河
内
屋
」
に
就
て
は
、
ま
だ
單
行
書
に
收
録
し
て
な

か
っ
た
が
、
こ
の
一
九
〇
二
年
五
月
九
日
附
の
作
者
中
村
古
峽
の
日
記
に
「
柳
浪
河
内
屋
を
よ
む
」
と
あ
る
。
「
數
年
前
の
觀
念
小
説
の
亞
流
な
り
」

云
々
は
、
一
八
九
五
、
六
年
頃
の
川
上
眉
山
・
泉
鏡
花
ら
の
作
風
が
觀
念
小
説
と
呼
ば
れ
た
の
に
よ
る
が
、
廣
津
柳
浪
の
諸
作
は
そ
の
流
れ
か
ら
出
て

深
刻
小
説
・
悲
慘
小
説
と
稱
さ
れ
た
の
は
文
學
史
上
周
知
の
通
り
で
、
こ
こ
で
は
觀
念
小
説
の
語
が
柳
浪
ら
深
刻
小
説
を
も
含
む
概
念
に
さ
れ
て
ゐ
る
。 

 

【
レ
ー
デ
ー
ヲ
ブ
ゼ
レ
ー
キ
】“The Lady of the lake”
は
、Sir W

alter Scott

（
一
七
七
一
～
一
八
三
二
）
作
の
長
篇
敍
事
詩
。
「
蘇
國
詩
人
の
こ
の
傑
作
」
と

も
言
ふ
は
作
者
の
出
身
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
蘇
格
蘭
）
で
あ
る
こ
と
よ
り
。
鹽
井
雨
江
が
『

今
樣

長
歌 

湖
上
乃
美
人
』
（
開
新
堂
書
店
、
一
八
九
四
年
）
の
題
で

譯
刊
し
て
ゐ
た
が
、
一
高
の
英
語
の
授
業
で
「
湖
上
の
佳
人
」
を
讀
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
中
村
古
峽
日
記
の
翌
一
九
〇
三
年
一
月
以
降
に
確
認
で
き
る
。

白
狼
（
森
田
草
平
）
は
ふ
た
夜
の
筆
名
で
『
夕
づ
ゝ
』
本
號
に
寄
せ
た
「
雨
の
和
田
峠
」
中
で
も
「
か
の
蘇
國
に
あ
り
と
聞
く
、
ロ
ツ
ク
カ
ト
リ
ン
湖

に
や
似
た
る
」
と
舞
臺
で
あ
る
カ
ト
リ
ン
湖
（Loch K

atrine

）
を
比
喩
に
折
り
込
む
程
で
、
こ
の
騎
士
道
物
語
に
大
分
熱
を
上
げ
た
ら
し
く
見
え
る
。 

【
至
囑
】
大
い
に
望
み
を
か
け
る
こ
と
、
非
常
に
有
望
な
こ
と
（
三
省
堂
編
修
所
編
『
三
省
堂 

新
国
語
中
辞
典
』
三
省
堂
、
一
九
六
七
年
第
一
刷
、
に
よ
る
）
。 
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解
題 

 習
作
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
か
ら
『
殼
』、
そ
の
他
の
短
篇
へ 

―
― 

中
村
古
峽
に
お
け
る
狂
氣
と
文
學
的
事
象 

 

署
名
「
疎
嵐
」
は
本
名
・
中
村
蓊
、
後
年
の
中
村
古
峽
の
筆
名
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
、
本
『
夕
づ
ゝ
』
第
四
號
發
行
（
十

一
月
末
出
來
）
の
前
々
月
に
『
牟
婁
新
報
』
に
九
月
二
十
四
日
か
ら
掲
載
し
た
紀
行
文
「
湘
南
悠
游
録
」
で
既
に
「
疎
嵐
生
」
と
署
名
し
て
ゐ
た
。
さ
ら
に

翌
年
『
新
佛
教
』
三
月
號
に
「
放
鼠
記
」
を
疎
嵐
の
署
名
で
載
せ
た
が
、
そ
の
外
に
こ
の
名
を
用
ゐ
た
例
は
見
つ
か
っ
て
な
い
（
曾
根
博
義
編
「
中
村
古
峡 

著

作
年
表
」『
『

変
態
心
理
』

と
中
村
古
峡
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
參
照
）
。
疎
懶
（
ソ
ラ
ン
／
な
ま
け
）
を
も
ぢ
っ
た
自
嘲
の
戲
號
で
も
あ
ら
う
か
。 

標
題
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
は
目
次
で
は
「
夢
う
つ
ゝ
」
と
標
記
さ
れ
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
こ
の
短
篇
の
末
尾
か
ら
取
っ
た
語
で
あ
る
こ
と
一
讀
瞭
然
だ
ら

う
。
謂
は
ゆ
る
、
夢
オ
チ
。
作
者
本
人
も
冒
頭
「〔
未
定
稿
〕」
と
大
書
し
附
記
に
「
拙
劣
粗
笨
」
と
辯
疏
し
て
頻
り
に
卑
下
す
る
。
實
は
、
古
峽
の
同
年
の

日
記
に
は
七
月
一
日
「
朝
「

夢
う
つ
ゝ
」

清
書
し
て
萬
朝
報
に
投
書
す
」
と
あ
り
、『
萬
朝
報
』
の
「
毎
週
懸
賞
小
説
」
に
應
募
し
て
み
た
も
の
の
「
懸
賞
小

説
駄
目
落
膽
す
」（
七
月
七
日
）
と
い
ふ
結
果
だ
っ
た
の
で
あ
る
（『
萬
朝
報
』
の
懸
賞
小
説
に
つ
い
て
は
、
紅
野
謙
介
「
懸
賞
小
説
の
時
代
」『
投
機
と
し
て
の
文
学 

活
字
・

懸
賞
・
メ
デ
ィ
ア
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
三
年
、
に
詳
し
い
）
。
そ
れ
で
自
信
を
無
く
し
た
も
の
か
。
朱
で
書
き
込
ま
れ
た
同
人
か
ら
の
評
も
概
し
て
嚴
し
い
。 

し
か
し
、
狂
人
に
材
を
取
っ
た
と
こ
ろ
は
興
味
深
い
。
既
に
「
あ
た
か
も
作
者
の
『
殻
』
以
後
の
作
品
や
、
文
学
か
ら
精
神
医
学
、
変
態
心
理
学
へ
の
転

身
を
予
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
不
思
議
な
小
説
で
あ
る
」
と
の
評
が
あ
る
（
曾
根
博
義
「
回
覧
雑
誌
『
夕
づ
ゝ
』
の
出
現
―
―
百
年
前
の
一
高
の
文
学
青
年
た
ち
」『
文
学 

増
刊 

明
治
文
学
の
雅
と
俗
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）
。
と
い
ふ
の
も
、
中
村
古
峽
は
文
學
史
上
纔
か
に
『
殼
』
一
作
を
以
て
名
を
留
め
る
マ
イ
ナ
ー
作
家

で
あ
る
が
、
そ
の
『
殼
』（
春
陽
堂
、
一
九
一
三
年
初
版
）
は
次
弟
義
信
の
狂
死
を
め
ぐ
る
事
件
を
小
説
に
し
た
自
傳
的
長
篇
で
あ
っ
た
。
背
景
に
は
兄
弟
の
確

執
が
あ
っ
た
こ
と
、
曾
根
博
義
「
中
村
古
峡
と
『
殻
』」（『
研
究
紀
要
』
第
五
十
七
號
、
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
九
年
一
月
）
に
詳
し
い
。
豫

言
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
時
期
ま
だ
弟
の
精
神
異
常
は
現
れ
て
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
間
の
經
緯
を
今
の
と
こ
ろ
最
も
詳
し
く
述
べ
た
曾
根
博
義
「
中
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村
古
峡
の
履
歴
」（『
新
編 

中
原
中
也
全
集 

別
巻
（
下
）
資
料
・
研
究
篇
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
か
ら
引
い
て
お
か
う
。 

 
次
弟
義
信
が
古
峡
を
頼
っ
て
上
京
す
る
の
は
、
古
峡
が
一
高
三
年
に
な
っ
た
秋
、「
夕
づ
ゝ
」
第
三
号
と
第
四
号
が
出
る
間
の
明
治
三
五
年
十
一
月

で
あ
る
。[
…
…]

そ
の
弟
に
、
軍
隊
の
訓
練
か
ら
帰
っ
た
後
、
精
神
異
常
の
徴
候
が
現
わ
れ
た
の
で
、
母
た
ち
の
い
る
郷
里
奈
良
に
帰
省
さ
せ
、
精
神

病
院
に
入
院
さ
せ
た
の
は
、
弟
の
上
京
四
年
後
の
明
治
三
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
だ
。[

…
…] 

古
峡
が
当
時
は
一
口
に
精
神
病
と
呼
ば
れ
て
い
た
諸
種
の
精
神
疾
患
や
、
変
態
心
理
と
呼
ば
れ
て
い
た
異
常
心
理
現
象
に
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
、
身
内
の
弟
に
起
こ
っ
た
こ
の
思
い
が
け
な
い
事
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
。[

…
…] 

[

…
…]

弟
義
信
が
兄
を
頼
っ
て
上
京
し
て
来
た
直
後
の
明
治
三
五
年
一
二
月
に
出
た
回
覧
雑
誌
「
夕
づ
ゝ
」
第
四
号
に
、
古
峡
は
す
で
に
、
兄
が
自

分
を
毒
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
訴
え
る
狂
人
の
弟
を
描
い
た
言
文
一
致
小
説
「
夢
う
つ
ゝ
」（
未
定
稿
）
を
「
疎
嵐
」
の
名
で
発
表
し
て
い
る
の
だ
。

末
尾
に
は
「
六
月
二
十
八
日
草
稿
」
と
あ
り
、
こ
の
暑
中
休
暇
に
想
を
構
え
た
拙
劣
粗
笨
な
作
品
だ
と
附
記
し
て
い
る
。[

…
…]

『
殻
』
で
は
カ
イ
ン

と
ア
ベ
ル
に
擬
え
ら
れ
る
兄
と
弟
の
間
の
宿
命
的
な
対
立
と
抗
争
は
、
弟
の
発
病
前
、
上
京
前
か
ら
予
感
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

圖
ら
ず
も
中
村
古
峽
の
傳
記
と
い
ふ
物
語
に
お
け
る
伏
線
に
な
っ
て
を
り
、
後
に
な
っ
て
顧
み
れ
ば
思
ひ
當
る
べ
き
物
語
の
胚
珠
が
あ
る
と
い
ふ
わ
け
だ
。

が
、
狂
人
を
扱
っ
た
こ
と
の
興
味
深
さ
と
い
ふ
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
以
下
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
本
文
を
順
に
逐
っ
て
見
て
ゆ
く
と
し
よ
う
。 

ま
づ
異
樣
な
男
が
登
場
す
る
。
そ
の
風
體
に
始
ま
る
種
々
の
異
常
さ
の
描
寫
が
い
さ
さ
か
唐
突

だ
し
ぬ
け

で
突
拍
子
も
無
い
た
め
、
欄
外
評
で
「
意
表
外
」
と
い
ふ

文
句
が
繰
り
返
さ
れ
る
わ
け
だ
ら
う
。
た
し
か
に
、
血
が
出
た
と
言
ふ
の
で
足
の
繃
帶
を
解
い
て
み
た
ら
ば
傷
す
ら
無
い
と
い
ふ
く
だ
り
等
、
情
報
が
蓄
積

さ
れ
て
漸
進
的
に
事
實
が
明
ら
か
に
な
り
ゆ
く
と
い
ふ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
常
道
を
期
す
る
讀
者
に
と
っ
て
は
一
種
の
前
言
取
り
消
し
（palinode

）
と
し
て
逆

機
能
す
る
か
ら
、「
狐
に
で
も
つ
ま
ゝ
れ
る
樣
な
氣
が
し
た
」（
欄
外
評
＊
７
）
と
評
さ
れ
る
の
も
無
理
な
い
の
か
し
れ
ぬ
。
リ
ア
リ
ズ
ム
に
反
す
る
異
常
さ
を

描
く
と
寫
實
主
義

リ

ア

リ

ズ

ム

か
ら
逸
脱
し
か
ね
ぬ
と
い
ふ
難
關

ア
ポ
リ
ア

。
後
評
に
「
狂
人
を
う
つ
す
な
ど
は
、
餘
程
難
事
だ
か
ら
」
と
夕
晴
（
梧
桐
夏
雄
）
が
い
ふ
の
は
こ
の

こ
と
か
。
當
時
の
文
學
論
用
語
で
言
へ
ば
「
う
つ
す
」、
即
ち
「
描
寫
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
だ
が
こ
れ
は
そ
れ
以
上
に
、
敍
述
の
順
序
に
關
は
る
、
説
話
論
的

ナ
ラ
ト
ロ
ジ
カ
ル

な
問
題
な
の
で
あ
る
。 

さ
て
異
樣
は
異
樣
で
も
し
か
し
行
文
上
は
狂
人
で
あ
る
こ
と
は
未
だ
判
然
と
し
て
ゐ
な
い
そ
の
男
が
、
嫂
に
向
か
っ
て
兄
が
自
分
に
毒
を
飮
ま
せ
に
き
た
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と
訴
へ
る
。
嫂
は
愕
き
を
抑
へ
て
御
冗
談
を
と
打
ち
消
す
。
そ
し
て
、
折
し
も
歸
っ
て
來
た
幼
い
甥
っ
子
に
「
狂
氣

き
ち
が
ひ

の
小
父
樣
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
（
上
）

が
了
る
。
男
の
異
常
さ
を
察
知
さ
せ
な
が
ら
明
言
す
る
の
は
最
後
に
ま
で
引
き
延
ば
す
宙
吊
り
技
法
。「
裸
の
王
樣
」
よ
ろ
し
く
、
子
供
な
ら
で
は
の
直
言

に
事
態
を
露
呈
さ
せ
て
幕
を
引
く
わ
け
だ
。
斯
く
て
今
や
狂
人
た
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
以
上
、
こ
こ
か
ら
當
然
、
毒
云
々
の
唐
突
な
告
發
は
狂
氣
ゆ
ゑ
の

妄
想
か
と
先
讀
み
さ
れ
よ
う
。
實
際
、
常
識
か
ら
云
っ
て
家
族
に
服
毒
さ
せ
る
な
ぞ
信
じ
難
い
こ
と
だ
し
、
現
に
（
下
）
に
入
り
、
嫂
で
あ
る
お
重
の
く
ど
、
、

き、
（
心
内
語
の
獨
白
）
が
長
な
が
續
い
て
（
一
種
の
後
説
法
と
し
て
）
義
弟
と
の
關
係
や
事
こ
こ
に
至
る
事
情
が
自
づ
と
明
か
さ
れ
る
中
で
も
、
毒
を
飮
ま
せ
ら

れ
た
と
い
ふ
狂
人
の
「
こ
の
言
葉
は
、
彼あ

の
病
氣
に
は
よ
く
あ
る
疑
察
の
念
か
ら
出
た
と
す
る
も
、
自
分
に
は
ど
う
し
て
も
、
其
れ
と
思
は
れ
な
い
」
と
述

べ
ら
れ
て
ゐ
、
迫
害
妄
想
と
す
る
豫
測
を
裏
付
け
て
く
れ
る
（
但
し
「
其
れ
と
は
思
は
れ
な
い
」
は
取
り
や
う
に
よ
っ
て
は
二
重
の
意
味
を
持
ち
得
る
も
の
で
、
毒
云
々
の

言
葉
を
否
認
し
て
狂
っ
た
「
疑
察
」
に
過
ぎ
ぬ
と
言
ふ
の
か
、
狂
人
の
言
葉
が
「
疑
察
の
念
」
と
は
思
は
れ
ず
事
實
だ
と
言
ふ
の
か
、「
其
れ
」
の
指
す
範
圍
が
ど
ち
ら
か
曖
昧
で
は

あ
る
）
。
と
こ
ろ
が
、
す
ぐ
後
に
「
餘
り
亂
暴
だ
か
ら
毒
を
少
し
づ
ゝ
飮
ま
せ
て
身
體
を
衰よ

わ

ら
せ
る
…
…
嗚
呼
思
ひ
出
し
て
も
戰
慄

ぞ

つ

と

と
す
る
」
と
も
あ
り
、

今
度
は
、
毒
を
飮
ま
せ
て
ゐ
る
こ
と
は
（
お
重
に
は
）
信
じ
た
く
な
い
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
既
定
事
實
に
な
っ
て
ゐ
る
や
う
な
の
だ
。
こ
れ
は
、
敍
述
の
混

亂
で
は
な
い
か
。
な
れ
ば
こ
そ
、
正
し
く
こ
の
箇
所
に
同
人
た
ち
か
ら
の
欄
外
評
（
＊
１
３
～
１
８
）
も
集
中
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
後
段
に
至
る
と
、
ま
ど
ろ
ん
で
ゐ
た
お
重
は
、
義
弟
が
血
を
吐
い
た
と
の
知
ら
せ
に
目
を
醒
ま
さ
れ
て
驚
愕
す
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
す
ぐ
そ
れ

も
夢
で
あ
っ
た
と
判
る
。
ま
た
し
て
も
、
前
言
取
り
消
し

パ

リ

ノ

ー

ド

。
し
か
し
「
や
が
て
此
の
夢
を
現

う
つ
つ

に
見
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
思
へ
ば
」
云
々
と
結
ば
れ
る
の
だ
か

ら
、
ど
う
や
ら
狂
人
が
毒
を
飮
ま
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
だ
け
は
や
は
り
事
實
で
あ
る
ら
し
い
。
だ
が
斯
く
も
二
轉
三
轉
さ
れ
て
は
事
實
（
＝
物
語
内
容
）
の
解
讀

に
苦
し
む
わ
け
で
、
作
者
の
不
手
際
に
よ
る
敍
述
の
混
亂
と
見
ら
れ
て
も
致
し
方
あ
る
ま
い
。
と
は
い
へ
本
文

テ
ク
ス
ト

に
即
す
限
り
は
、
混
亂
し
て
ゐ
る
の
は
無
人

稱
の
語
り
手
で
は
な
く
焦
點
人
物
（
＝
反
射
人
物

リ

フ

レ

ク

タ

ー

）
の
お
重
と
見
る
べ
き
こ
と
、
作
者
を
必
要
以
上
に
貶
め
ぬ
た
め
に
附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
語
り

が
お
重
に
焦
點
化
し
つ
つ
そ
れ
で
以
て
状
況
説
明
を
も
兼
ね
さ
せ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
た
め
に
、
煩
悶
す
る
彼
女
の
混
亂
が
反
映

リ
フ
レ
ク
ト

し
て
讀
者
に
物
語
状
況
の

認
知
を
混
亂
さ
せ
て
し
ま
ふ
の
だ
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
星
郊
（
生
田
長
江
）
の
評
に
藉
口
す
れ
ば
、「
此
半
ば
要
領
を
得
な
い
や
ふ
な

〔
う
〕

事
柄
の
中
に
何
と
な
く
捨
て
難
い
所
が
あ
る
」
と

見
る
こ
と
も
出
來
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
面
白
い
こ
と
に
、
疑
心
暗
鬼
を
生
じ
て
妄
想
に
驅
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
狂
人
の
義
弟
よ
り
む
し
ろ
お
重
そ
の

人
で
あ
る
か
に
見
え
る
の
だ
。
狂
人
よ
り
も
、
狂
人
を
想
ふ
人
の
方
が
狂
っ
て
ゐ
る
―
―
少
な
く
と
も
心
理
的
に
錯
亂
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
（
下
）
で
の
一

人
稱
的
敍
法
に
よ
る
亂
れ
た
心
理
の
眞
實
味

リ
ア
リ
テ
ィ
ー

に
比
す
れ
ば
、（
上
）
で
の
三
人
稱
的
に
た
だ
外
觀
の
み
描
か
れ
た
狂
人
の
あ
か
ら
さ
ま
な
狂
態
は
取
っ
て
つ
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け
た
や
う
な
支
離
滅
裂
ぶ
り
で
拵
へ
物
臭
く
さ
へ
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
今
や
（
下
）
の
終
幕
に
お
い
て
、
夢
と
現

う
つ
つ

と
、
妄
想
と
現
實
と
を
分
か
つ
筈
の

意
識
ま
で
も
が
曖
昧
に
混
濁
し
出
す
―
―
恰
も
（
上
）
か
ら
（
下
）
へ
、
狂
人
か
ら
彼
女
へ
と
、
狂
氣
の
感
染
が
起
っ
た
か
の
如
く
。
そ
し
て
そ
れ
が
反
映

し
て
讀
者
に
と
っ
て
も
何
が
何
や
ら
判
ら
な
く
な
っ
て
ゆ
き
、
さ
ら
な
る
狂
氣
の
輪
が
擴
が
る
…
…
？ 

も
し
、
さ
う
い
っ
た
心
理
的
戰
慄

サ

イ

コ

・

ホ

ラ

ー

の
方
向
を
作
者

が
も
っ
と
追
究
し
て
ゐ
た
ら
、「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
は
所
謂
「
奇
妙
な
味
の
短
篇
」
と
し
て
玩
味
す
べ
き
小
品
に
仕
上
が
っ
て
ゐ
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。 

以
上
は
い
さ
さ
か
強
引
な
讀
み
に
思
は
れ
る
か
し
れ
な
い
、
―
―
ま
だ
中
村
古
峽
が
漱
石
門
下
と
も
な
っ
て
ゐ
な
い
一
高
時
代
の
習
作
に
、『
夢
十
夜
』

か
ら
内
田
百
閒
に
至
る
「
夢
幻
系
列
」（
高
橋
英
夫
）
に
參
ず
る
こ
と
を
求
め
よ
う
と
い
ふ
の
は
。
作
者
自
身
、
狙
っ
た
展
開
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
中
村

古
峽
が
書
い
た
幾
つ
か
の
狂
人
も
の
の
系
列
に
お
い
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
可
能
性
は
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
機
會
で
も
無
け
れ
ば
滅
多
に

言
及
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
ま
い
か
ら
、
後
年
古
峽
が
發
表
し
た
諸
作
を
併
せ
て
檢
討
し
て
み
る
。 

う
ち
『
殼
』
に
つ
い
て
は
さ
す
が
に
唯
一
の
代
表
作
だ
け
あ
っ
て
大
分
批
評
が
あ
り
、『
殼
』
再
刊
本
（
方
丈
社
、
一
九
二
四
年
）
に
附
載
さ
れ
た
三
十
八
頁

に
及
ぶ
「
小
説
『
殼
』
批
評
集
」
で
讀
め
る
。
好
評
を
博
し
た
と
言
へ
る
が
、
材
料
自
體

そ
の
も
の

の
迫
力
に
頼
っ
て
作
者
が
事
實
に
負
け
て
ゐ
る
と
の
批
判
も
あ
っ

た
。
小
宮
豐
隆
の
「
中
村
古
峽
君
の
『
殼
』」（『
時
事
新
報
』
一
九
一
三
年
八
月
十
四
・
十
五
日
）
も
そ
れ
。
小
宮
の
評
は
、
八
十
年
振
り
に
『
殼
』
が
全
文
收
録

さ
れ
た
『
編
年
体 

大
正
文
学
全
集 

第
二
巻 

大
正
二
年
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
解
説
で
も
竹
盛
天
雄
が
引
い
て
要
約
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、「
作
者

そ
の
人
が
「

殻
」

を
着
て
お
り
、
そ
の
枠
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
弟
や
母
・
妹
た
ち
と
立
ち
会
っ
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
」
旨
を
指
摘
す
る
も
の
で
、

「
作
者
が
［
…
…
］「
自
分
を
強
者
と
し
て
自

〔
原
ナ
シ
〕

分
を
正
し
き
も
の
と
思
惟
し
て
ゐ
る
」

ゆ
え
の
「

材
料
」

へ
の
か
か
わ
り
方
の
弱
さ
を
み
て
い
る
の
だ
」、
と
（
ど

う
し
た
こ
と
か
こ
の
小
宮
の
『
殼
』
評
に
就
き
竹
盛
は
初
出
を
記
し
忘
れ
、
曾
根
博
義
編
「
中
村
古
峡 

参
考
文
献
目
録
」（
前
掲
『
『

変
態
心
理
』

と
中
村
古
峡
』
所
收
）
に
も
漏
れ
て
ゐ

る
）
。
そ
れ
が
作
者
古
峽
自
身
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
投
映
で
あ
る
こ
と
は
、
兄
弟
牆か

き

に
鬩せ

め

ぐ
葛
藤
を
傳
記
的
事
實
か
ら
跡
づ
け
な
が
ら
曾
根
博
義
が
論
じ
た
通

り
（
前
掲
「
中
村
古
峡
と
『
殻
』」）
。
こ
こ
か
ら
作
者
の
倫
理
性
や
作
品
の
文
學
性
を
論
ふ
方
向
も
あ
ら
う
が
、
端
的
に
は
そ
れ
も
描
寫
に
お
い
て
現
れ
る
は
ず

で
、
説
話
論
的
な
問
題
と
し
て
捉
へ
ら
れ
よ
う
。
例
へ
ば
作
者
が
主
人
公
の
兄
に
即
き
過
ぎ
て
ゐ
る
と
は
、
語
り
手
が
焦
點
化
を
す
る
敍
法
の
問
題
だ
。
ま

た
常
人
が
狂
氣
に
至
る
徑
路
を
描
い
て
迫
眞
だ
と
稱
讚
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
他
人
の
眼
か
ら
の
描
寫
で
あ
る
こ
と
が
難
點
に
擧
げ
ら
れ
る
。 

だ
が
果
し
て
、
客
觀
的
描
寫
に
と
ど
ま
ら
ず
發
狂
し
た
弟
の
内
面
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
と
し
た
ら
、『
殼
』
の
成
功
は
あ
り
得
た
ら
う
か
。
そ
れ
で

は
作
者
は
『
殼
』
を
小
説
と
し
て
破
綻
さ
せ
て
し
ま
は
な
い
か
。
そ
の
頃
小
説
の
視
點
論
を
研
究
し
て
ゐ
た
評
家
に
中
村
星
湖
が
ゐ
て
（
藤
井
淑
禎
「
多
元
描

写
の
試
み
と
挫
折
」『
小
説
の
考
古
学
へ 

心
理
学
・
映
画
か
ら
見
た
小
説
技
法
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
參
照
）
、
星
湖
は
『
殼
』
に
就
て
「
稔
と
い
ふ
長
男



夢うつゝ 

-160- 

の
追
懷
の
體
で
書
い
て
行
く
う
ち
に
、
次
男
爲
雄
の
心
裡
に
も
、
母
親
そ
の
他
の
心
裡
に
も
立
入
つ
て
書
い
た
所
が
あ
る
、
そ
れ
が
形
式
上
の
缺
點
」（「
紹

介
」『
早
稻
田
文
學
』
一
九
一
三
年
六
月
號
）
と
指
摘
し
て
ゐ
た
が
、
作
全
體
を
通
し
て
見
れ
ば
焦
點
人
物
は
基
本
的
に
主
人
公
・
稔
に
な
っ
て
を
り
、
弟
や
母
に

焦
點
を
移
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
概
し
て
外
的
焦
點
化
で
、
殊
に
弟
に
對
し
て
は
心
中
ま
で
立
ち
入
っ
た
視
點
は
殆
ど
取
る
こ
と
が
な
い
。
實
際
、
作
中
の
壓

卷
と
評
價
さ
れ
る
弟
爲
雄
の
狂
想
に
し
て
も
、
弟
が
語
る
の
を
精
神
病
院
に
面
會
に
來
た
兄
が
聽
く
と
い
ふ
形
で
敍
述
さ
れ
、
鉤
括
弧
に
括
ら
れ
、
畢
竟
、

狂
人
と
距
離
を
取
っ
た
兄
の
視
線
の
優
位
は
確
保
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
迫
力
と
言
ふ
の
も
、
單
に
形
式
上
か
ら
見
れ
ば
、
弟
の
訴
へ
が
延
々
と
且
つ
一
方
的

に
語
ら
れ
る
が
故
に
直
接
話
法
の
括
弧
が
外
れ
た
か
の
や
う
に
錯
覺
さ
せ
自
由
直
接
言
説
（
＝
内
的
獨
白
）
め
い
た
效
果
を
生
じ
た
か
ら
で
、
作
者
の
巧
ん
だ

手
柄
で
は
あ
る
ま
い
。
中
村
星
湖
は
別
の
所
で
は
「『
殼
』
の
作
者
が
、
全
然
爲
雄
の
立
場
に
立
つ
て
、
も
し
く
は
爲
雄
の
心
裡
に
立
入
つ
て
、
あ
の
作
を

書
き
上
げ
た
な
ら
ば
、［
…
…
］
ゴ
ー
リ
キ
イ
や
ア
ン
ド
レ
エ
エ
フ
の
失
敗
［
＝
狂
人
心
理
の
誇
張
・
想
像
］
を
繰
返
す
こ
と
に
終
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
爲
雄

の
狂
氣
の
發
作
を
外
か
ら
描
い
た
と
い
ふ
事
が
、
眞
實
を
描
く
爲
め
に
は
餘
儀
な
い
手
段
で
あ
つ
て
」
等
と
も
説
く
（「『
殼
』
に
就
い
て
」『
新
小
説
』
一
九
一
三

年
九
月
號
）
。
も
し
、
よ
り
内
的
に
狂
人
に
焦
點
化
し
て
語
ら
せ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
古
峽
の
技
倆
で
は
こ
の
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
の
如
く
、
ど
う
も
曖
昧
で
要

領
を
得
な
い
と
評
さ
れ
る
出
來
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
ら
う
。
逆
に
、
さ
う
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
『
殼
』
は
古
峽
に
と
っ
て
唯
一
例
外
的
に
成
功
し

た
小
説
だ
っ
た
の
だ
。
と
は
つ
ま
り
、
讀
む
に
堪
へ
る
客
觀
性
を
維
持
し
得
た
と
い
ふ
程
の
こ
と
だ
が
。 

成
功
し
な
か
っ
た
、
埋
も
れ
た
狂
人
も
の
の
作
品
と
照
ら
し
合
せ
て
み
よ
う
。
刊
行
さ
れ
た
『
殼
』
は
好
評
だ
っ
た
が
後
が
續
か
ず
、
夏
目
漱
石
に
原
稿

を
持
ち
込
ん
で
斷
ら
れ
た
り
し
た
經
緯
は
曾
根
博
義
「
異
端
の
弟
子
―
―
夏
目
漱
石
と
中
村
古
峡
―
―
（
下
）
」（
『
語
文
』
第
百
十
四
輯
、
日
本
大
学
国
文
学
会
、
二

〇
〇
二
年
十
二
月
）
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
八
月
、
漱
石
に
閲
讀
を
乞
う
た
小
説
二
篇
が
酷
評
さ
れ
た
こ
と
は
、『
漱
石
全
集
』
收
録

の
二
十
四
日
附
中
村
蓊
宛
書
翰
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
同
論
は
そ
こ
か
ら
「
二
つ
の
小
説
の
う
ち
最
初
の
赤
子
殺
し
の
小
説
が
中
村
古
峡
著
『
変
態
心
理
の
研

究
』（
大
正
８
年
11
月
、
大
同
館
書
店
刊
）
の
「

下
篇 

病
院
の
窓
よ
り
」

の
最
初
に
「

仮
寝
の
後
」

の
題
で
収
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
話
の
内
容
か

ら
見
て
間
違
い
な
い
」
と
同
定
し
た
。
―
―
附
言
す
れ
ば
、
こ
の
初
出
は
古
峽
が
主
幹
と
な
っ
た
日
本
精
神
醫
學
會
の
月
刊
誌
『
變
態
心
理
』
一
九
一
八
年

新
年
號
（
第
一
卷
第
四
號
）
掲
載
「
二
狂
人
」
で
あ
り
、
そ
の
「
一
、
變
質
狂
」「
二
、
早
發
痴
狂
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
假
寢
の
後
」「
田
舍
教
師
」
と
改
題
し

分
け
て
、
同
書
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
恐
ら
く
、
二
つ
目
の
小
説
は
こ
の
「
田
舍
教
師
」
で
あ
っ
て
、
漱
石
が
同
じ
く
八
月
二
十
四
日
附
の
芥
川

龍
之
介
・
久
米
正
雄
宛
書
翰
で
「
色
々
な
狂
人
を
書
き
分
け
た
も
の
だ
と
い
ふ
原
稿
」
と
言
及
し
た
「
癲
狂
院
の
中
よ
り
」
と
は
「
二
狂
人
」
の
原
題
で
あ

っ
た
ら
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。
收
録
書
『
變
態
心
理
の
研
究
』
は
題
の
通
り
研
究
書
な
の
で
、
小
説
と
い
ふ
よ
り
は
續
く
「
狂
人
の
手
記
」
十
八
例
と
共
に
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變
態
心
理
の
症
例
報
告
と
し
て
列
べ
て
ゐ
る
觀
も
あ
っ
た
が
、
の
ち
二
篇
と
も
短
篇
小
説
集
『
變
態
心
理
の
人
々
』（
大
阪
屋
號
書
店
、
一
九
二
六
年
）
に
再
録

さ
れ
た
。
そ
の
際
「
假
寢
の
後
」
は
ま
た
改
題
し
て
「
う
た
た
ね
の
後
」
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
―
―
だ
が
書
誌
追
跡
は
こ
れ
く
ら
ゐ
に
し
て
お
き
、
内
容
を
比

較
し
よ
う
。
こ
の
二
篇
の
狂
人
も
の
を
引
合
ひ
に
出
す
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
と
似
通
ふ
か
ら
だ
。 

「
う
た
た
ね
の
後
」（
の
草
稿
）
を
難
じ
て
漱
石
が
「
さ
う
し
て
最
後
に
突
然
子
を
殺
す
の
で
す
。
子
を
殺
す
の
は
奇
拔
で
す
」
と
批
評
し
た
そ
の
突
飛
さ

は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
短
篇
「
ね
む
い
」（
筒
井
康
隆
編
『
い
か
に
し
て
眠
る
か
』
光
文
社
、
一
九
八
〇
年
→
〈
光
文
社
文
庫
〉
一
九
八
八
年
、
所
收
）
で
、
子
守
り
が
泣
き

止
ま
ぬ
赤
子
に
惱
ま
さ
れ
た
擧
句
に
殺
し
て
し
ま
ふ
卒
然
た
る
幕
切
れ
の
後
味
を
想
は
せ
な
い
で
も
な
い
が
―
―
實
際
も
し
か
し
た
ら
古
峽
は
チ
ェ
ー
ホ

フ
を
讀
ん
で
ゐ
て
、
自
分
の
得
た
材
料
と
の
暗
合
に
興
を
覺
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
―
―
、
い
ま
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
と
照
ら
せ
ば
、
こ
れ
が
朱
評
で
「
意

表
外
」
と
言
は
れ
「
た
ゞ
狂
人
と
毒
藥
と
に
驚
か
さ
れ
て
あ
つ
、
、
と
曰
つ
た
ぎ
り
」（
栗
原
古
城
）
と
貶
さ
れ
た
の
と
同
根
な
の
が
わ
か
る
。 

中
村
蓊
宛
書
翰
で
漱
石
は
ま
づ
、
好
い
意
味
で
の
小
説
ら
し
い
感
じ
が
乏
し
い
と
斷
じ
た
上
で
、「
氣
狂
に
な
る
人
の
心
的
状
態
が
毫
も
な
い
の
で
同
情

が
起
ら
な
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
氣
狂
に
な
る
に
は
氣
狂
に
な
る
徑
路
が
あ
り
ま
せ
う
。
そ
れ
が
讀
者
の
腑
に
落
ち
な
い
で
は
主
人
公
に
氣
の
毒
だ

と
か
可
哀
さ
う
だ
と
か
い
ふ
氣
は
起
し
得
ま
せ
ん
」
と
助
言
し
て
ゐ
た
。
同
樣
に
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
で
も
狂
人
に
つ
い
て
は
心
的
状
態
が
無
く
外
面
描
寫
ば

か
り
で
あ
り
、『
殼
』
も
ま
た
發
狂
す
る
弟
に
對
し
て
は
内
面
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
視
點
を
殆
ど
取
ら
な
い
こ
と
、
既
に
述
べ
た
。
但
し
「
う
た
た
ね
の
後
」

は
、
三
人
稱
だ
が
專
ら
主
人
公
（
最
後
に
發
狂
す
る
こ
と
に
な
る
）
の
視
點
を
通
し
て
語
ら
れ
、
そ
の
心
裡
に
内
的
焦
點
化
は
し
て
ゐ
る
。
無
論
そ
れ
は
漱
石
の

講
評
を
受
け
た
の
ち
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
内
的
焦
點
化
に
も
拘
ら
ず
主
人
公
の
心
理
が
飛
躍
す
る
徑
路
が
遂
に
釋
然
と
せ

ず
、
突
飛
な
印
象
な
の
は
漱
石
の
評
し
た
儘
な
の
で
、
さ
う
改
め
て
は
を
る
ま
い
。 

だ
が
こ
の
突
飛
な
不
可
解
さ
―
―
漱
石
は
こ
れ
を
排
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
こ
そ
を
狂
氣
の
味
は
ひ
と
し
て
評
價
し
た
い
。
單
に
、
狂
人
だ
か
ら
わ
け
解

ら
ん
の
が
當
然
だ
な
ど
と
言
ふ
の
で
は
な
い
。「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
の
狂
人
の
ご
と
く
全
く
外
か
ら
觀
て
取
っ
て
つ
け
た
や
う
な
異
状
を
體
さ
せ
た
の
と
違
っ

て
、「
う
た
た
ね
の
後
」
で
は
主
人
公
の
内
部
に
焦
點
を
合
せ
れ
ば
彼
な
り
の
論
理
が
徹
っ
て
ゐ
る
の
が
見
ら
れ
、
し
か
し
そ
れ
も
突
き
詰
め
た
所
に
な
る

と
畢
竟
獨
り
決
め
の
飛
躍
し
た
理
路
で
あ
っ
て
他
者
に
は
通
じ
な
い
と
い
ふ
の
が
、
い
か
に
も
狂
氣
ら
し
い
―
―
謂
は
ば
、
狂
氣
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
感
じ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
乃
至
は
狂
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
、
現
實
の
狂
氣
性
と
言
は
う
か
。
そ
れ
は
、
夢
に
お
け
る
理
窟
張
っ
た
不
條
理
さ
―
―
『
夢
十
夜
』
の

や
う
な
―
―
に
も
似
る
。「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」（
特
に
（
上
）
）
に
は
ま
だ
無
か
っ
た
こ
の
狂
氣
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
、
の
ち
變
態
心
理
學
（
今
日
謂
ふ
所
の
異
常
心
理

學
）
へ
の
關
心
が
芽
生
え
て
以
降
に
古
峽
が
實
際
の
症
例
と
接
し
て
ゆ
く
中
で
獲
ら
れ
た
も
の
だ
ら
う
。 
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漱
石
の
評
に
戻
れ
ば
、
そ
の
小
説
ら
し
く
な
い
と
い
ふ
の
は
、
初
出
誌
で
の
題
や
『
變
態
心
理
の
研
究
』
初
收
時
の
排
列
に
も
見
ら
れ
た
通
り
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
恐
ら
く
實
話
に
取
材
し
た
ま
ま
モ
デ
ル
離
れ
が
し
て
ゐ
な
い
所
爲
と
覺
し
い
。
小
説
ら
し
か
ら
ぬ
の
は
大
抵
は
作
者
の
稚
拙
さ
故
で
あ
ら
う
も
の
の
、

逆
に
、
事
實
と
い
ふ
も
の
が
持
つ
奇
妙
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
、
往
々
に
し
て
小
説
よ
り
も
奇
で
あ
る
事
實
そ
の
も
の
の
奇
妙
さ
―
―
お
好
み
な
ら
ラ
カ
ン
風
に

現
實
的

リ

ア

ル

な
も
の
と
で
も
呼
ぶ
べ
し
―
―
を
保
っ
て
ゐ
る
點
で
は
、
却
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
が
あ
る
。
む
し
ろ
中
村
星
湖
な
ど
は
そ
の
『
殼
』
評
で
「
小
説
ら

し
い
形
式
に
囚
は
れ
て
ゐ
る
」
こ
と
を
缺
點
に
擧
げ
、「
斯
樣
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ヨ
ン
を
破
つ
て
行
か
れ
た
い
」
と
望
ん
で
ゐ
た
（
前
掲
「『
殼
』
に
就
い
て
」）
。

「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」（
下
）
で
の
お
重
の
長
臺
詞
の
獨
白
は
、
何
や
ら
淨
瑠
璃
の
く
ど
き

、
、
、
か
新
派
の
愁
嘆
場
め
い
て
、
家
庭
小
説
流
の
通
俗
味
に
陷
り
さ
う
な

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
下
手
に
小
説
ら
し
く
作
ら
せ
る
と
あ
あ
な
っ
て
し
ま
ふ
わ
け
だ
。
か
つ
て
は
許
嫁
同
士
だ
っ
た
兄
嫁
と
義
弟
と
い
ふ
人
物
相
關
に
し

ろ
、
白
狼
（
森
田
草
平
）
が
後
評
で
示
唆
す
る
如
く
廣
津
柳
浪
「
河
内
屋
」
に
そ
っ
く
り
そ
の
儘
で
も
あ
る
が
、
現
實
に
も
、
當
時
な
ら
あ
り
ふ
れ
た
と
云

は
ぬ
迄
も
あ
り
が
ち
な
こ
と
、
ま
し
て
小
説
で
は
眞
似
せ
ず
と
も
似
や
す
い
陳
腐
な
定
型
で
あ
ら
う
（
嫂
へ
の
道
な
ら
ぬ
思
慕
と
い
ふ
だ
け
な
ら
、
江
藤
淳
の
漱
石

神
話
に
も
見
ら
れ
る
如
し
）
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
「
小
説
」
と
い
ふ
の
は
「
物
語
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
。「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
が
弟
の
發
狂
以
前
に
そ
れ
を
豫
言

す
る
か
に
見
え
た
と
し
て
も
そ
れ
は
、
現
實
が
あ
っ
て
物
語
に
反
映
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
實
人
生
を
も
物
語
的
定
型
に
よ
っ
て
解
し
て
物
語
と
し
て
反
復

し
て
し
ま
ふ
凡
庸
さ
の
然
ら
し
む
る
所
だ
っ
た
と
考
へ
れ
ば
よ
い
の
か
し
れ
な
い
。 

次
の
「
田
舍
教
師
」
も
、
實
話
臭
い
。「
其
頃
は
、
徴
兵
令
が
初
め
て
世
に
布
か
れ
て
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
時
の
こ
と
で
あ
つ
た
」
と
や
け
に
事
實
の
尻

尾
を
殘
し
た
や
う
な
時
代
設
定
が
あ
り
、
誰
ぞ
の
昔
話
を
聽
き
込
ん
で
小
説
に
仕
立
て
た
節
が
あ
る
。
精
神
鑑
定
書
風
に
言
へ
ば
主
人
公
の
「
生
活
歴
」
を

記
述
す
る
如
き
、
一
青
年
が
發
狂
す
る
迄
の
物
語
だ
。「
う
た
た
ね
の
後
」
の
三
倍
近
い
六
十
枚
程
の
長
さ
で
、
書
き
込
ん
だ
分
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
て
か
、

散
々
非
を
打
た
れ
た
「
う
た
た
ね
の
後
」（
の
草
稿
）
に
較
べ
て
漱
石
が
「
多
少
の
發
展
が
あ
る
」「
順
序
が
と
も
か
く
も
辿
れ
る
」「
當
人
の
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー

の
方
か
ら
見
て
も
外
面
的
に
敍
述
さ
れ
る
事
實
の
連
鎖
か
ら
い
つ
て
も
い
ゝ
や
う
で
す
」
と
評
價
す
る
の
は
頷
け
る
―
―
尤
も
、
も
し
「
田
舍
教
師
」（
の

草
稿
）
を
も
併
せ
て
漱
石
が
見
た
と
い
ふ
先
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
の
話
だ
が
。
そ
れ
に
、「
比
べ
て
見
て
ま
だ
増
し
だ
と
い
ふ
位
な
も
の
」「
と
て
も
藝

術
品
に
は
な
つ
て
ゐ
な
い
」
と
、
結
局
漱
石
か
ら
は
酷
評
さ
れ
て
ゐ
る
。 

こ
の
「
田
舍
教
師
」
で
は
、
焦
點
人
物
は
ほ
ぼ
主
人
公
に
固
定
さ
れ
心
中
思
惟
を
交
へ
た
敍
述
（
＝
内
的
固
定
焦
點
化
）
が
主
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
終
盤
、

い
よ
い
よ
そ
の
青
年
が
精
神
に
異
状
を
來
し
出
す
段
に
な
る
と
、
こ
れ
が
言
動
の
み
述
べ
て
内
心
の
思
考
感
情
を
傳
へ
ぬ
敍
法
（
＝
外
的
焦
點
化
）
に
移
行
し
、

遂
に
は
そ
の
焦
點
人
物
も
移
っ
て
樣
々
な
他
者
の
視
點
か
ら
（
＝
内
的
不
定
焦
點
化
）
主
人
公
の
言
行
は
間
接
的
に
綴
ら
れ
る
ば
か
り
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
う
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た
た
ね
の
後
」
と
比
べ
れ
ば
狂
人
の
内
側
に
踏
み
込
ん
で
ゐ
ず
、
そ
の
點
で
は
『
殼
』
の
語
り
方
に
近
い
。「
人
間
は
斯
く
の
如
く
に
し
て
狂
人
に
成
る
も

の
ぞ
と
言
ひ
得
る
唯
一
の
書
」
と
は
森
田
草
平
の
『
殼
』
評
（『
讀
賣
新
聞
』
一
九
一
三
年
七
月
二
十
七
日
。
こ
の
句
は
『
新
小
説
』
一
九
一
三
年
三
月
號
に
載
っ
た
單
行

本
の
廣
告
文

コ

ピ

ー

を
少
し
く
改
め
た
だ
け
）
で
あ
っ
た
が
、
狂
氣
に
至
る
手
前
迄
は
辿
っ
て
も
、
發
狂
し
て
理
性
の
境
を
越
え
る
や
、
言
葉
は
そ
の
核
心
を
迂
回
し
て

周
圍
を
低
徊
す
る
ば
か
り
と
な
る
わ
け
だ
。
こ
れ
は
一
般
論
と
し
て
も
さ
う
だ
。
シ
ョ
シ
ャ
ナ
・
フ
ェ
ル
マ
ン
に
言
は
せ
れ
ば
、「
つ
ま
り
、
狂
気
を
語
る

こ
と
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
常
に
狂
気
を
否
認
す
る
こ
と
な
の
だ
」
し
、「
狂
気
を
表
象
す
る
（
思
い
描
く
）
こ
と
は
［
…
…
］、
常
に
己
自
身
の
狂
気
を
否
定

す
る
と
い
う
場
面
を
演
じ
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
」。
と
は
い
へ
―
―
「
だ
が
、
狂
気
に
つ
い
て
の
言
説
が
狂
気
の
言
説
で
は
な
く
、
本
来
的
に
、
狂
っ

た
言
説
で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
の
内
に
は
語
る
狂
気
が
、
誰
も
そ
こ
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
の
語
る
主
体
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

言
語
を
通
じ
て
た
だ
一
人
演
じ
ら
れ
る
狂
気
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
」。
フ
ェ
ル
マ
ン
が
「
レ
ト
リ
ッ
ク
の
狂
気
」
と
名
づ
け
る

存
在
だ
。
即
ち
、
狂
氣
（
に
つ
い
て
）
の
テ
ク
ス
ト
に
は
ま
た
テ
ク
ス
ト
の
狂
氣
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、「
狂
気
を
語
り
な
が
ら
、
狂
気
を
行
為
化
し
、
ま

さ
に
、「
狂
気
を
語
る
こ
と
」

と
「

語
る
狂
気
」

と
の
遭
遇
を
行
為
と
し
て
示
す
の
で
あ
る
」（『
狂
気
と
文
学
的
事
象
』
土
田
知
則
譯
、
水
声
社
、
一
九
九
三
年
、
548
頁
以

下
）
。
蓋
し
、
作
中
で
對
象
と
す
る
狂
人
の
狂
氣
と
は
別
に
、
遂
行
的

パ
フ
オ
ー
マ
テ
イ
ヴ

な
語
る
狂
氣
、
語
る
こ
と
そ
れ
自
體
の
狂
氣
が
在
る
だ
ら
う
、
と
。 

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、「
田
舍
教
師
」
の
終
末
部
を
占
め
る
主
人
公
の
兄
の
視
點
で
あ
る
。
弟
に
異
常
な
徴
候
が
現
れ
た
こ
と
を
妻
か
ら
聞
か
さ
れ
た

兄
は
そ
れ
を
本
氣
に
し
よ
う
と
せ
ず
、
叔
父
か
ら
忠
告
さ
れ
て
も
、
狂
人
扱
ひ
に
す
る
な
ん
て
失
敬
な
、
と
却
け
る
。
弟
を
養
子
入
り
さ
せ
た
後
、
そ
の
近

所
の
姉
婿
か
ら
行
状
を
知
ら
さ
れ
て
も
「
叔
父
の
話
に
か
ぶ
れ
た
」
と
見
做
し
、
さ
ら
に
弟
の
養
父
か
ら
急
報
が
届
い
て
も
、
彼
ま
で
が
ま
た
か
ぶ
れ
出
し

た
な
と
言
っ
て
立
ち
上
が
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
た
不
意
に
ぶ
つ
り
と
切
れ
た
や
う
に
「
田
舍
教
師
」
一
篇
は
結
ば
れ
る
の
だ
。
こ
の
結
尾
、
實
弟

發
狂
の
事
實
を
飽
く
ま
で
聞
き
容
れ
よ
う
と
し
な
い
餘
り
に
頑
固
な
否
認
ぶ
り
は
、
偏
執
的
で
む
し
ろ
兄
の
正
氣
を
疑
は
せ
か
ね
な
い
。
狂
氣
を
否
認
す
る

狂
氣
。
最
早
ど
ち
ら
が
狂
人
だ
か
わ
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
氣
分
に
さ
せ
ら
れ
る
點
で
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」（
下
）
の
お
重
と
似
通
ひ
、
そ
れ
が
ま
た
狂
氣
の

傳
染
み
た
い
で
奇
妙
な
後
味
を
出
し
て
ゐ
る
。
結
句
の
、
突
然
中
斷
し
た
や
う
な
幕
引
き
は
、
こ
こ
か
ら
弟
で
は
な
く
兄
と
い
ふ
別
の
狂
人
の
物
語
が
開
幕

す
る
豫
感
さ
へ
漂
は
せ
よ
う
。
さ
う
い
へ
ば
『
殼
』
に
は
こ
ん
な
一
節
が
あ
っ
た
。
主
人
公
で
あ
る
神
田
稔
、
狂
人
の
弟
を
持
つ
兄
の
、
心
内
文
（
心
話
文
）

で
あ
る
。 

 

偶ふ

と
又
他
の
物
語
が
胸
に
浮
ん
だ
。
―
―
さ
る
男
が
戰
爭
に
行
つ
て
氣
狂

き
ち
が
ひ

に
な
つ
て
歸
る
。
懊
惱
の
極
終つ

ひ

に
死
ん
で
し
ま
ふ
。
す
る
と
今
ま
で
彼
を
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看
護
し
て
ゐ
た
弟
が
、
又
兄
と
同
じ
や
う
な
氣
狂
に
な
る
。
―
―
こ
れ
が
其
物
語
の
筋
で
あ
つ
た
。 

「
兄
貴
が
氣
狂
に
な
つ
て
、
又
弟
が
氣
狂
に
な
つ
た
。
兄
弟
と
も
氣
狂
に
な
つ
て
終
つ
た
！
」 

斯
う
考
へ
て
、
稔
は
我
知
ら
ず
ぶ
る
〳
〵
と
顫
へ
な
が
ら
、
往
來
の
眞
中
で
佇
立

つ

つ

た

つ
た
。 

「
俺
も
最
後

し

ま

ひ

に
は
…
…
」
彼
は
最
早
其
の
後
を
考
へ
る
に
堪
へ
な
か
つ
た
。 

 

さ
ら
に
は
、
狂
氣
の
傳
染
が
讀
み
手
ま
で
を
も
卷
き
込
ん
で
ゆ
く
と
す
れ
ば
…
…
。
狙
っ
た
も
の
と
も
思
へ
な
い
が
、
捨
て
る
に
は
惜
し
い
味
で
、
も
っ

と
意
識
し
て
狙
っ
て
み
る
價
値
は
あ
っ
た
ら
う
。
狂
人
も
の
の
小
説
と
い
へ
ば
夢
野
久
作
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』（
初
版
一
九
三
五
年
）
が
金
字
塔
で
あ
っ
て
、

あ
れ
も
、「
こ
れ
を
読
了
し
た
者
は
、
数
時
間
以
内
に
、
一
度
は
精
神
に
異
常
を
来
た
す
」
等
と
角
川
文
庫
版
の
帶
文
に
謳
は
れ
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
誇
大
廣
告
と
い
ふ
も
の
で
、
む
し
ろ
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
は
よ
く
練
っ
た
構
成
を
持
つ
理
詰
め
の
作
で
あ
り
、
精
神
病
院
に
ゐ
る
主
人
公
（ 

呉
一
郎
）

も
理
知
的
で
あ
っ
て
殊
更
狂
氣
染
み
た
言
動
も
見
せ
ず
、
入
れ
子
仕
掛
け
に
惑
は
さ
れ
ず
に
ち
ゃ
ん
と
讀
め
ば
格
別
不
可
解
な
所
は
無
い
。
對
し
て
中
村
古

峽
の
狂
人
も
の
で
は
、『
殼
』
を
除
く
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」「
う
た
た
ね
の
後
」「
田
舍
教
師
」
等
、
作
者
の
小
説
技
術
の
未
熟
さ
故
で
は
あ
れ
、
何
か
辻
褄
の

合
は
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
感
じ
が
殘
っ
て
、
後
を
引
く
。
敢
へ
て
言
は
ば
、
そ
の
狂
氣
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
組
み
合
せ
た
狂
氣
の
感
染
力
に
、
魅
力
と
可
能

性
が
あ
っ
た
と
考
へ
る
次
第
。「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
を
そ
の
後
の
諸
作
と
突
き
合
せ
れ
ば
そ
ん
な
風
に
讀
め
た
の
だ
が
、
如
何
。
生
憎
と
、
中
村
古
峽
當
人
に

は
そ
の
可
能
性
を
作
品
に
具
現
で
き
る
文
體
が
無
か
っ
た
に
せ
よ
、
だ
。
―
―
フ
ェ
ル
マ
ン
は
、
狂
氣
（
に
つ
い
て
）
の
テ
ク
ス
ト
が
顛
覆
さ
れ
た
所
に
「
テ

ク
ス
ト
の
狂
気
（
修
辞
性
）
」
が
位
置
す
る
と
言
ふ
。
狂
氣
を
語
る
こ
と
と
語
る
狂
氣
と
の
出
會
ひ
。「
狂
気
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
を
顛
覆
さ
せ
る
の
が
「
レ
ト

リ
ッ
ク
の
狂
気
」
で
あ
る
、
と
。
だ
か
ら
恐
ら
く
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
狂
氣
を
存
分
に
發
現
さ
せ
る
に
は
、
狂
氣
（
に
つ
い
て
）
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
顛
覆
さ
れ

る
に
足
る
だ
け
充
分
に
備
は
っ
た
文
章
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
に
對
し
、『
夕
づ
ゝ
』
同
人
中
ひ
と
り
熱
烈
に
支
持
し
て
ゐ
た
の
が
白
狼
こ
と
の
ち
の
森
田
草
平
で
あ
る
。
欄
外
評
で

「
心
に
忘
れ
兼
ね
た
る
古
傷
あ
る
我
は
、
思
は
ず
卷
を
蓋
ふ
て

〔
う
〕

泣
け
り
」（
＊
１
９
）
と
書
い
て
ゐ
る
の
も
筆
蹟
か
ら
ど
う
や
ら
白
狼
ら
し
い
が
、「
古
傷
」

と
は
氣
に
な
る
言
ひ
方
、
早
熟
で
女
性
經
驗
に
富
ん
で
ゐ
た
草
平
が
過
去
の
戀
愛
を
想
ひ
出
し
た
と
い
ふ
だ
け
で
は
足
り
ま
い
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
も
感
動
し

た
の
か
と
怪
し
ま
れ
る
程
で
、
こ
れ
は
も
う
森
田
草
平
論
に
讓
る
べ
き
課
題
だ
ら
う
が
、
中
村
古
峽
と
は
狂
氣
へ
の
關
心
が
共
通
し
た
こ
と
は
注
意
し
て
お

き
た
い
。
中
村
古
峽
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
の
敗
戰
後
、
森
田
草
平
と
屡
々
書
信
を
や
り
取
り
し
て
舊
交
を
温
め
て
を
り
、
そ
れ
で
草
平
は
戰
後
版

≒
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『
輪
廻
』（
飛
鳥
書
店
、
一
九
四
六
年
→
複
刻
、
本
の
友
社
、
一
九
九
八
年
）
の
「
跋
」（
一
九
四
六
年
七
月
二
十
四
日
附
）
を
、「
最
近
舊
友
中
村
古
峽
か
ら
「

當
時
君
か

ら
貰
つ
た
輪
廻
を
こ
の
終
戰
後
に
な
つ
て
初
め
て
讀
ん
で
み
た
。
あ
れ
は
君
一
生
の
傑
作
だ
よ
」

と
云
つ
て
來
た
」
云
々
と
書
き
出
し
て
ゐ
る
。
續
け
て
曰

く
、 

 

も
う
一
つ
こ
の
作
に
は
中
村
君
の
氣
に
入
る
や
う
な
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
遺
傳
と
異
状
神
經
の
や
う
な
も
の
を
取
り
扱
つ
て
ゐ
る
か
ら
に
外
な
ら
な

い
。
大
學
時
代
、
私
と
中
村
君
と
は
共
に
精
神
病
學
に
興
味
を
有
つ
て
、
文
科
の
學
生
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
頃
巣
鴨
に
あ
つ
た
呉
秀
三
博
士
の
精
神

病
學
教
室
に
通
つ
た
も
の
だ
。
そ
れ
が
病
み
つ
き
で
、
同
君
は
た
う
と
う
そ
の
方
の
專
門
家
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
私
は
さ
う
も
行
か
な
か
つ
た
が
、

こ
の
作
は
い
さ
ゝ
か
そ
の
頃
の
名
殘
り
を
留
め
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。［
…
…
］ 

 

古
峽
に
は
一
高
か
ら
東
大
へ
進
學
し
た
後
に
實
弟
が
精
神
病
を
發
し
た
事
情
が
あ
っ
た
が
、
森
田
草
平
の
場
合
は
、
何
故
の
精
神
病
院
見
學
だ
っ
た
ら
う
。

「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
に
對
す
る
禮
讚
ぶ
り
を
見
る
に
多
分
、
深
刻
小
説
的
な
主
題
群
へ
の
執
着
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
狂
人
へ
の
興
味
も
あ
っ
た
と
い
ふ
所
か
。

草
平
の
『
輪
廻
』（
新
潮
社
、
一
九
二
六
年
初
版
）
は
自
傳
的
長
篇
で
、
天
刑
病
で
死
ん
だ
父
を
持
つ
青
年
が
遺
傳
の
恐
怖
に
苦
惱
す
る
が
遂
に
母
の
告
白
に
よ

り
自
分
が
不
義
の
子
で
父
の
血
を
享
け
て
な
い
こ
と
を
知
る
と
い
ふ
筋
、
い
さ
さ
か
深
刻
小
説
風
で
は
あ
る
。
有
名
な
『
煤
煙
』
以
上
の
傑
作
と
評
價
す
る

向
き
も
あ
る
が
、
但
し
、
傳
染
性
で
あ
る
癩
（
ハ
ン
セ
ン
病
）
を
遺
傳
病
と
做
す
偏
見
、
母
親
の
姦
通
で
救
は
れ
る
と
い
ふ
解
決
の
御
都
合
主
義
等
に
つ
き
、

夙
に
大
西
巨
人
の
批
判
が
あ
る
（「
ハ
ン
ゼ
ン
氏
病
問
題 

そ
の
歴
史
と
現
実
、
そ
の
文
学
と
の
関
係
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
五
七
年
七
月
號
～
八
月
號
→
改
題
「
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
」『
大
西
巨
人
文
選 

２ 

途
上 1957-1974

』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
六
年
）
。
強
ひ
て
結
び
つ
け
れ
ば
、
か
つ
て
は
精
神
病
も
癩
病
も
共
に
、
人
に
忌
み
嫌
は
れ
身

内
か
ら
も
恥
ぢ
ら
れ
、
業
病
と
さ
れ
遺
傳
を
怖
れ
て
家
系
ご
と
差
別
さ
れ
、
不
治
と
さ
れ
長
期
入
院
生
活
を
強
ひ
ら
れ
…
…
等
々
の
點
で
相
通
ず
る
も
の
で

は
あ
っ
た
。
向
精
神
藥
や
抗
生
物
質
の
導
入
に
よ
り
事
態
が
好
轉
し
か
け
る
の
は
敗
戰
後
に
な
っ
て
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
（
イ
ヤ
い
ま
だ
に
？
）
、
文
學
に
お

け
る
「
隱
喩
と
し
て
の
病
」（
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
）
で
は
結
核
に
次
ぐ
位
地
を
占
め
て
ゐ
た
と
言
へ
る
。「
宿
命
や
運
命
あ
る
い
は
「

血
」

に
関
わ
る
苦
悩
の

象
徴
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
」
ゆ
ゑ
に
「
近
代
文
学
の
格
好
の
素
材
と
な
る
」
と
い
ふ
わ
け
だ
（
奈
良
崎
英
穂
「〈
癩
〉
＝
「
遺
伝
」
説
の
誕
生
―
―
進

化

論

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム

の
移
入
と

明
治
文
学
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
63
集
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）
。
森
田
草
平
『
輪
廻
』
も
亦
然
り
。 

こ
の
白
狼
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
星
郊
こ
と
生
田
長
江
の
「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
へ
の
評
語
も
他
の
同
人
か
ら
の
批
難
を
回
護
す
る
風
が
あ
り
、「
成
程
是
は
設
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計
が
ち
と
大
き
過
ぎ
た
爲
め
に
作
者
が
持
て
あ
ま
し
て
る
樣
が
見
え
る
」
と
破
綻
は
承
知
し
つ
つ
も
「
何
と
な
く
捨
て
難
い
」
と
認
め
、「
是
は
或
は
此
中

の
あ
る
事
か
ら
聯
想
し
て
古
き
記
臆
で
も
そ
れ
と
な
く
自
ら
呼
び
起
し
た
せ
い

〔
ゐ
〕

か
も
知
れ
ぬ
」
と
思
は
せ
ぶ
り
な
こ
と
を
記
す
。
先
の
「
古
傷
」
に
も
似
て
、

結
婚
を
誓
っ
た
筒
井
筒
で
も
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
…
…
と
憶
測
を
逞
し
う
さ
せ
ら
れ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
長
江
が
癩
病
罹
患
者
だ
っ
た
こ
と
に
就
て

は
同
病
の
立
場
か
ら
調
べ
た
島
比
呂
志
「
宿
命
へ
の
挑
戦
―
―
生
田
長
江
の
生
涯
」（『「
ら
い
予
防
法
」
と
患
者
の
人
権
』
社
会
評
論
社
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
表
立
っ
て
言
明
こ
そ
さ
れ
ぬ
も
の
の
文
壇
で
は
公
然
の
祕
密
だ
っ
た
こ
と
で
、
す
ぐ
思
ひ
つ
く
限
り
で
は
例
へ
ば
橋
爪
健
の
回
想
「
狂
い
咲
き
島
清

し
ま
せ
い

」

（『
多
喜
二
虐
殺
』
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
）
に
お
け
る
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
そ
の
長
江
の
友
人
で
あ
る
森
田
草
平
は
ど
う
か
。
兩
者
を
對
照
さ
せ
た
武
田
徹
は
、

『
輪
廻
』
で
「
森
田
が
癩
を
主
題
に
選
ん
だ
の
は
、
生
田
の
病
気
を
知
っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
詳
ら
か
に
し
て

な
い
が
（『「
隔
離
」
と
い
う
病
い 
近
代
日
本
の
医
療
空
間
』〈
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
〉
一
九
九
七
年
、
216
頁
）
、
森
田
は
生
田
に
就
て
「
同
君
は
人
も
知
る
や
う
に
、
生
れ

な
が
ら
に
し
て
重
き
荊
棘
を
背
負
つ
て
こ
の
世
へ
出
て
來
た
不
幸
な
人
で
あ
る
」
云
々
と
婉
曲
な
が
ら
も
述
べ
て
を
り
（『
續 

夏
目
漱
石
』
甲
鳥
書
林
、
一
九
四

三
年
、
727
頁
）
、
遺
稿
「
漱
石
に
つ
い
て
の
雑
録
」（『
森
田
草
平
選
集 

第
四
巻 

月
報 

３
』
理
論
社
、
一
九
五
六
年
九
月
）
で
は
「
癩
病
」
と
明
言
し
て
ゐ
る
。
ま
た

恰
度
『
輪
廻
』
の
連
載
（『
女
性
』
一
九
二
四
年
十
月
號
～
一
九
二
五
年
十
一
月
號
）
終
了
直
後
の
一
九
二
五
年
十
二
月
、
長
江
の
病
状
惡
化
を
案
じ
た
慰
安
會
・

表
彰
會
が
飽
く
ま
で
病
氣
は
名
目
に
立
て
ぬ
や
う
に
配
慮
し
て
企
圖
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
に
文
壇
諸
家
か
ら
參
加
・
不
參
加
の
返
事
を
得
た
書
信
一
束
を
中

村
古
峽
が
遺
し
て
ゐ
て
、
幹
事
か
事
務
方
で
も
務
め
た
も
の
ら
し
い
。
當
然
森
田
草
平
も
發
起
人
に
加
は
っ
て
舊
友
の
發
病
を
知
ら
な
か
っ
た
筈
も
無
い
の

に
、
そ
れ
に
し
て
は
『
輪
廻
』
で
の
癩
病
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
酷
薄
で
、
自
分
さ
へ
癩
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
れ
ば
後
は
知
ら
ぬ
と
言
は
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。

そ
こ
で
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
は
単
に
哀
れ
を
誘
う
舞
台
装
置
で
し
か
な
い
」（
武
田
徹
）
。
森
田
本
人
に
と
っ
て
も
『
煤
煙
』
以
來
仄
め
か
し
て
き
た
自
傳
上
の

主
題
で
出
生
の
祕
密
は
切
實
だ
っ
た
ら
う
に
も
拘
ら
ず
、
猶
か
か
る
「
感
傷
主
義
」（
大
西
巨
人
）
に
陷
る
の
は
、
や
は
り
小
説
作
法
が
説
話
論
的
定
型
に
囚

は
れ
て
ゐ
る
所
に
問
題
が
な
い
か
。 

か
う
し
た
後
年
の
『
夕
づ
ゝ
』
同
人
の
三
者
三
樣
を
對
照
し
て
ゆ
く
と
、「
ゆ
め
う
つ
ゝ
」
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
に
ま
で
遡
っ
て
何
や
ら
物
語
め
い
た
構

圖
に
收
め
た
く
な
る
誘
惑
に
驅
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
以
上
は
も
は
や
餘
談
に
過
ぎ
よ
う
。
ご
想
像
に
委
せ
お
く
。 
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